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は
じ
め
に

　
本
稿
は
、
一
九
八
五
年
三
月
に
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
（
3
ρ
3
R
雲
9
）
が
ソ
連
邦
共
産
党
中
央
委
員
会
書
記
長
に
就
任
し
て
か
ら
現
在
ま

で
の
間
に
、
ソ
連
邦
共
産
党
に
お
い
て
実
施
さ
れ
つ
つ
あ
る
そ
の
制
度
改
革
の
う
ち
最
も
重
要
と
思
わ
れ
る
こ
と
が
ら
に
つ
い
て
、
そ
の

実
態
を
明
ら
か
に
し
て
そ
の
意
味
む
検
討
す
る
と
と
も
に
、
ま
た
一
方
で
、
目
立
た
な
い
な
が
ら
も
確
実
に
進
行
し
て
い
る
ソ
連
邦
共
産

党
の
成
員
に
お
け
る
変
化
を
明
ら
か
に
し
、
全
体
と
し
て
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
政
権
下
に
お
い
て
ソ
連
邦
共
産
党
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て

き
た
か
を
考
察
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
．
最
後
に
、
今
後
の
ソ
連
邦
共
産
党
の
変
化
の
方
向
に
つ
い
て
若
干
の
展
望
を
試

み
た
い
。
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第
一
章
ソ
連
邦
共
産
党
に
お
け
る
制
度
改
革

　
第
剛
節
地
方
党
委
員
会
書
記
の
複
数
候
補
制
・
秘
密
投
票
選
挙

　
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
に
よ
る
、
地
方
党
委
員
会
書
記
の
複
数
候
補
制
・
秘
密
投
票
選
挙
に
関
す
る
最
初
の
発
言
は
、
一
九
八
七
年
一
月
の
ソ

連
邦
共
産
党
中
央
委
員
会
総
会
に
お
い
て
な
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
総
会
に
お
い
，
て
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
、
「
第
二
十
七
回
大
会
に
お

け
る
ソ
連
邦
共
産
党
規
約
の
修
正
と
追
加
に
よ
り
、
党
生
活
の
民
主
的
原
則
の
強
化
の
た
め
の
一
連
の
重
要
な
規
定
が
導
入
さ
れ
た
」
こ

と
に
関
連
し
て
、
「
地
区
、
管
区
、
市
、
州
、
辺
区
の
党
委
員
会
お
よ
び
連
邦
構
成
共
和
国
共
産
党
中
央
委
員
会
の
書
記
の
選
出
手
続
ぎ

の
変
更
」
、
す
な
わ
ち
「
第
一
書
記
を
含
め
て
、
書
記
が
各
級
党
委
員
会
総
会
に
お
い
て
秘
密
投
票
で
選
出
さ
れ
る
こ
と
』
、
「
そ
の
際
、

党
委
員
会
の
メ
ソ
バ
ー
は
、
投
票
名
簿
に
任
意
の
数
の
候
補
者
を
記
入
す
る
権
利
を
持
つ
こ
と
」
に
つ
い
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
、
と
指

　
　
　
　
　
　
（
1
）

摘
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
提
案
は
、
党
指
導
部
に
お
い
て
完
全
な
合
意
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
．
と
い
う
の
は
、
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こ
の
総
会
で
採
択
さ
れ
た
「
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
と
党
の
幹
部
政
策
に
つ
い
て
」
の
決
定
は
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
「
総
会
は
、
党
内
民

主
主
義
を
拡
大
し
、
初
級
党
組
織
、
協
議
会
、
総
会
の
活
動
を
生
き
生
ぎ
と
し
た
も
の
に
し
、
そ
の
一
層
の
民
主
化
を
は
か
る
観
点
か
ら
、

す
べ
て
の
レ
ヴ
ェ
ル
の
被
選
出
党
機
関
の
形
成
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
改
善
す
る
効
果
的
な
道
を
探
求
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
の
ソ
連
邦
共

産
党
中
央
委
員
会
政
治
局
の
原
則
的
な
問
題
提
起
を
支
持
す
る
」
と
述
べ
る
に
と
ど
ま
り
、
複
数
候
補
制
・
秘
密
投
票
選
挙
に
つ
い
て
何

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

等
の
言
及
も
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
に
よ
る
こ
の
提
案
は
、
下
級
レ
ヴ
ェ
ル
の
い
く
つ
か
の
党
委
員
会
に
お
い
て
す
ぐ
に
実
行
に
移
さ
れ
、
ゴ
ル

バ
チ
ョ
フ
提
案
の
支
持
者
も
少
な
く
な
い
こ
と
を
示
し
た
．
す
な
わ
ち
、
ま
ず
、
p
シ
ヤ
共
和
国
ケ
メ
ロ
ヴ
ォ
州
イ
ジ
モ
ル
ス
キ
ー
地
区

党
委
員
会
第
一
書
記
が
、
複
数
候
補
制
選
挙
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
た
．
こ
の
選
挙
の
模
様
に
つ
い
て
は
、
一
九
八
七
年
二
月
十
日
付
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

『
プ
ラ
ウ
ダ
』
お
よ
び
『
ソ
ヴ
ェ
ー
ッ
カ
ヤ
・
ロ
シ
ヤ
』
に
よ
っ
て
大
き
く
と
り
あ
げ
ら
れ
た
．
そ
れ
ら
の
記
事
に
よ
る
と
、
こ
の
選
挙

は
同
州
第
一
書
記
エ
ル
マ
コ
フ
（
露
ρ
国
讐
輿
畠
）
の
指
示
の
も
と
で
行
な
わ
れ
、
エ
ル
マ
コ
フ
に
よ
っ
て
、
マ
ル
コ
フ
（
罫
甲
三
2。
穣
8
）

と
セ
ド
ゥ
ィ
フ
（
，
騨
9
暮
愚
と
い
う
二
人
の
候
補
者
が
指
名
さ
れ
、
秘
密
投
票
の
結
果
、
二
十
九
票
対
二
十
票
で
マ
ル
コ
フ
が
新
し
い

地
区
党
委
員
会
第
一
書
記
に
選
出
さ
れ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
ど
ち
ら
の
記
事
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
候
補
者
に
対
す
る
何
人
か
の
支
持
者
の

応
援
演
説
な
ど
を
紹
介
し
て
は
い
る
が
、
な
ぜ
セ
ド
ウ
ィ
フ
で
は
な
く
て
マ
ル
コ
フ
が
選
ば
れ
た
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
必
ず

し
も
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
。
た
だ
、
『
ソ
ヴ
ェ
ー
ツ
カ
ヤ
・
ロ
シ
ヤ
』
に
お
い
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
二
人
の
候
補
者
の
経
歴
を
見
る
こ

と
に
よ
っ
て
あ
る
程
度
の
推
測
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
マ
ル
コ
フ
は
、
三
十
九
歳
、
入
党
は
一
九
七
一
年
で
、
一
九
八

○
年
よ
り
、
地
区
ソ
ヴ
ェ
ー
ト
執
行
委
員
会
議
長
を
務
め
て
い
る
が
、
他
方
の
セ
ド
ゥ
ィ
フ
は
、
三
十
七
歳
、
入
党
は
一
九
七
四
年
で
、

五
年
間
、
地
区
ソ
ヴ
ェ
ー
ト
執
行
委
員
会
副
議
長
を
務
め
た
後
、
一
九
八
五
年
二
月
よ
り
，
「
イ
ジ
モ
ル
ス
キ
ー
」
ソ
フ
ホ
ー
ズ
長
を
し

て
い
る
。
し
た
が
っ
て
．
マ
ル
コ
フ
の
方
が
年
齢
も
高
く
、
ま
た
党
歴
も
長
い
．
そ
し
て
，
マ
ル
コ
フ
は
、
こ
の
地
区
の
行
政
機
関
の
最

高
ポ
ス
ト
で
あ
る
地
区
ソ
ヴ
ェ
ー
ト
執
行
委
員
会
議
長
を
務
め
て
お
り
、
一
般
的
に
は
ソ
フ
ホ
ー
ズ
長
の
セ
ド
ゥ
ィ
フ
よ
り
は
地
位
が
高
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い
と
言
え
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
マ
ル
コ
フ
が
選
出
さ
れ
た
こ
と
は
、
き
わ
め
て
順
当
な
結
果
で
あ
り
、
し
か
も
、
ソ
ヴ
ェ
ー
ト
執
行
委
員
会

議
長
が
同
じ
地
域
の
党
委
員
会
第
一
書
記
に
横
す
べ
り
（
実
質
的
に
は
昇
進
）
す
る
こ
と
は
、
ソ
連
に
お
い
て
は
ご
く
一
般
的
な
こ
と
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
選
挙
は
、
競
争
選
挙
で
あ
っ
た
と
は
い
え
、
上
か
ら
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ヴ
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
た
こ
と
、
ま
た
、

あ
る
程
度
、
結
果
の
予
測
で
き
る
選
挙
で
あ
り
、
結
果
も
ま
た
予
想
ど
う
り
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
の
点
で
、
こ
の
選
挙
そ
れ
自
体
を
、
党

内
「
民
主
化
」
を
推
進
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
高
く
評
価
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
複
数
候
補
制
選
挙
に
お
い
て
過
半

数
の
支
持
票
を
集
め
て
選
出
さ
れ
た
こ
と
は
、
従
来
の
単
独
候
補
に
対
す
る
信
任
投
票
と
は
異
な
っ
て
、
選
挙
人
の
、
こ
の
場
合
で
は
、

党
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
の
、
選
択
の
結
果
で
あ
り
、
従
来
の
制
度
よ
り
は
好
ま
し
い
と
言
え
る
か
も
知
れ
な
い
。
と
も
か
く
も
、
党
委
員

会
第
一
書
記
の
選
出
に
あ
た
っ
て
、
複
数
候
補
制
・
秘
密
投
票
選
挙
が
行
な
わ
れ
、
そ
れ
が
広
く
報
道
さ
れ
た
こ
と
は
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ

の
党
内
「
民
主
化
」
へ
の
第
一
歩
を
強
く
印
象
付
け
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
ケ
メ
β
ヴ
ォ
州
の
地
区
党
委
員
会
第
一
書
記
の
複
数
候
補
制
・
秘
密
投
票
選
挙
を
指
導
し
た
エ
マ
ル
コ
フ
は
．
一
九

二
七
年
生
れ
で
、
一
九
三
一
年
生
れ
の
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
と
ほ
ぼ
同
世
代
の
党
員
で
あ
る
が
、
む
ろ
ん
そ
の
出
世
は
、
一
九
五
二
年
に
入
党

し
、
一
九
七
〇
年
に
は
ロ
シ
ヤ
共
和
国
ス
タ
ー
ヴ
β
ポ
リ
辺
区
党
委
員
会
第
一
書
記
に
昇
進
し
て
い
た
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
に
比
べ
て
は
る
か

に
遅
く
、
一
九
六
一
年
に
入
党
し
、
よ
う
や
く
一
九
八
三
年
に
ケ
メ
・
ヴ
ォ
州
党
委
員
会
第
二
書
記
に
な
り
、
そ
の
後
、
一
九
八
四
年
か

ら
一
年
間
、
モ
ス
ク
ワ
で
中
央
委
員
会
の
い
ず
れ
か
の
付
属
部
局
の
第
一
副
部
長
を
つ
と
め
、
一
九
八
五
年
に
、
今
度
は
州
党
委
員
会
第

一
書
記
と
し
て
再
び
ケ
メ
ロ
ヴ
ォ
州
に
戻
り
．
さ
ら
に
一
九
八
六
年
の
第
二
十
七
回
党
大
会
に
お
い
て
党
中
央
委
員
に
も
選
出
さ
れ
て
い

（
4
）る

。
彼
の
一
九
八
三
年
以
降
の
こ
の
よ
う
な
昇
進
に
は
、
ゴ
ル
パ
チ
ョ
フ
が
関
与
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
な
ぜ
な
ら
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ

フ
は
、
ア
ン
ド
冒
ポ
フ
書
記
長
の
も
と
で
有
能
な
政
治
局
員
兼
書
記
と
し
て
そ
の
補
佐
役
を
つ
と
め
て
い
た
が
、
と
く
に
ア
ン
ド
・
ポ
フ

の
病
気
が
悪
化
し
始
め
た
一
九
八
三
年
三
月
以
降
、
ア
ソ
ド
ロ
ポ
フ
か
ら
そ
の
後
継
者
と
し
て
厚
く
信
頼
さ
れ
、
ブ
レ
ジ
ネ
フ
時
代
以
来

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

の
単
な
る
農
業
担
当
書
記
か
ら
党
組
織
問
題
全
般
に
強
い
影
響
力
を
持
つ
地
位
に
就
い
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
．
そ
れ
ゆ
え
、
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エ
ル
マ
コ
フ
に
は
、
ゴ
ル
パ
チ
ョ
フ
の
提
案
を
積
極
的
に
支
持
す
る
だ
け
の
理
由
が
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
な
お
、
エ
ル
マ
コ
フ
は
、

こ
の
地
区
党
委
員
会
第
一
書
記
の
複
数
候
補
制
・
秘
密
投
票
選
挙
の
行
な
わ
れ
た
直
後
の
一
九
八
七
年
三
月
二
十
八
日
に
在
職
の
ま
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

「
重
病
の
末
に
」
死
亡
し
て
い
る
。

　
さ
て
、
ケ
メ
・
ヴ
ォ
州
の
地
区
党
委
員
会
第
一
書
記
の
選
挙
の
ほ
か
に
、
一
九
八
七
年
二
月
中
に
、
い
ず
れ
も
ウ
ク
ラ
イ
ナ
共
和
国
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

行
な
わ
れ
た
二
つ
の
地
区
党
組
織
の
複
数
候
補
制
選
挙
が
地
方
紙
に
報
じ
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
お
そ
ら
く
、
そ
の
ど
ち
ら
か
の
選
挙
を
指

導
し
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
共
和
国
リ
ヴ
ォ
フ
州
党
委
員
会
第
一
書
記
ド
ブ
リ
ク
（
甲
β
h
o
9
更
）
が
、
い
ま
や
ペ
レ
ス

ト
官
イ
カ
推
進
派
の
機
関
紙
的
存
在
と
な
っ
た
週
刊
紙
『
モ
ス
ク
ワ
・
ニ
ュ
ー
ス
』
の
二
月
八
日
付
紙
面
に
お
い
て
、
党
の
指
導
的
機
関

の
編
成
に
際
し
て
、
従
来
は
、
「
大
衆
党
員
の
意
見
や
意
志
が
不
十
分
に
し
か
」
反
映
さ
れ
ず
、
「
上
か
ら
下
へ
の
原
則
に
基
づ
い
て
内
密

に
決
定
さ
れ
て
い
た
」
た
め
に
、
党
内
の
選
挙
が
形
骸
化
し
て
い
た
の
で
、
党
書
記
の
複
数
候
補
制
・
秘
密
投
票
選
挙
は
極
め
て
有
意
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

で
あ
る
、
と
主
張
し
て
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の
提
案
を
積
極
的
に
支
持
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
て
い
る
。
ド
ブ
リ
ク
は
、
一
九
二
七

年
生
れ
で
、
一
九
五
四
年
に
入
党
、
一
九
六
九
年
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
共
和
国
イ
ワ
ノ
・
フ
ラ
ン
コ
フ
ス
ク
州
党
委
員
会
第
一
書
記
に
昇
進
し
、

そ
の
後
、
一
九
七
三
年
十
一
月
か
ら
リ
ヴ
ォ
フ
州
党
委
員
会
第
一
書
記
を
ず
っ
と
務
め
て
き
て
お
り
、
ま
た
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
と
同
様
に
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

九
七
一
年
の
第
二
十
四
回
党
大
会
以
来
の
党
中
央
委
員
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
彼
は
、
ブ
レ
ジ
ネ
フ
時
代
を
通
じ
て
中
堅
幹
部
の
一
角
を
占

め
て
き
た
党
員
で
あ
っ
て
、
や
は
り
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
と
ほ
ぼ
同
世
代
の
党
員
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
．
ド
ブ
リ
ク
は
．
先
の
エ
ル
マ
コ
フ

と
は
異
な
っ
て
、
少
な
く
と
も
自
ら
の
昇
進
に
関
し
て
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
に
恩
義
を
感
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
か
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
と
同

じ
考
え
を
持
っ
て
い
る
が
ゆ
え
に
そ
の
地
位
に
就
い
た
と
か
、
そ
う
い
っ
た
理
由
が
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
に

こ
そ
、
ド
ブ
リ
ク
の
よ
う
な
党
員
か
ら
も
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の
提
案
が
支
持
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
ド
ブ
リ
ク

は
、
党
委
員
会
第
一
書
記
の
複
数
候
補
制
・
秘
密
投
票
選
挙
を
指
導
し
た
と
思
わ
れ
る
直
後
の
一
九
八
七
年
三
月
に
、
「
州
党
組
織
に
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

す
る
指
導
不
足
と
職
務
に
お
け
る
重
大
な
欠
陥
の
た
め
」
、
リ
ヴ
ォ
フ
州
党
委
員
会
第
一
書
記
を
解
任
さ
れ
、
そ
の
後
、
全
連
邦
「
連
邦
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（
H
）

対
外
建
設
輸
入
」
公
団
副
総
裁
に
就
任
し
て
党
務
か
ら
離
れ
、
そ
れ
か
ら
二
年
後
、
七
十
四
名
の
党
中
央
委
員
、
二
十
四
名
の
同
候
補
、

十
二
名
の
党
中
央
監
査
委
員
が
一
斉
に
辞
織
し
た
こ
と
で
大
い
に
注
目
さ
れ
た
一
九
八
九
年
四
月
の
党
中
央
委
員
会
総
会
で
、
他
の
七
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

三
名
と
と
も
に
党
中
央
委
員
を
辞
任
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
彼
は
、
党
委
員
会
第
一
書
記
の
複
数
候
補
制
・
秘
密
投
票
選
挙
を
指
導

し
た
直
後
に
左
遷
さ
れ
、
そ
の
ま
ま
政
治
生
命
を
終
え
た
か
た
ち
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
一
九
八
七
年
三
月
の
解
任
の
具
体
的
な
理
由
が

何
で
あ
る
の
か
は
興
味
深
い
と
こ
ろ
で
あ
る
．

　
さ
て
、
そ
れ
は
と
も
か
く
、
一
九
八
七
年
二
月
以
降
、
ソ
連
邦
共
産
党
中
央
委
員
会
発
行
の
隔
週
刊
誌
『
党
生
活
』
も
ま
た
、
い
く
つ

か
の
地
方
党
組
織
で
行
な
わ
れ
た
複
数
候
補
制
・
秘
密
投
票
選
挙
に
関
す
る
記
事
を
掲
載
し
た
．
こ
れ
ら
の
記
事
の
内
容
の
詳
細
は
、
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

で
に
別
の
論
文
で
紹
介
し
て
い
る
の
で
、
記
事
の
内
容
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
で
は
ご
く
簡
単
に
触
れ
る
に
と
ど
め
る
．
ま
ず
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
拠
）

一
九
八
七
年
第
五
号
（
三
月
上
旬
）
に
は
、
ロ
シ
ヤ
共
和
国
チ
ュ
メ
ニ
州
ハ
ソ
ト
ゥ
イ
・
マ
ソ
シ
ー
自
治
管
区
ソ
ヴ
ェ
ツ
キ
ー
地
区
党
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

会
の
、
同
第
六
号
（
三
月
下
旬
）
に
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
共
和
国
ハ
リ
コ
フ
州
サ
フ
ノ
フ
シ
チ
ナ
地
区
党
委
員
会
の
．
さ
ら
に
同
第
九
号
（
五
月

（
1
6
）

上
旬
）
に
は
、
・
シ
ヤ
共
和
国
ウ
ラ
ジ
ミ
ル
州
コ
リ
チ
ュ
ギ
ノ
市
党
委
員
会
の
、
そ
れ
ぞ
れ
第
一
書
記
の
複
数
候
補
制
・
秘
密
投
票
選
挙
が

報
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
記
事
の
う
ち
前
の
二
つ
は
、
ど
ち
ら
も
、
複
数
の
候
補
者
の
中
か
ら
な
ぜ
選
出
さ
れ
た
人
物
が
選
ば
れ
た

の
か
と
い
う
こ
と
、
つ
ま
り
選
挙
人
の
選
択
の
基
準
が
、
あ
る
程
度
、
理
解
で
き
る
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ハ
ソ
ト
ゥ
イ
・

マ
ソ
シ
ー
自
治
管
区
ソ
ヴ
ェ
ツ
キ
ー
地
区
党
委
員
会
の
場
合
は
、
経
済
管
理
に
つ
い
て
の
豊
富
な
経
験
か
、
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の

観
点
か
、
が
争
わ
れ
て
、
党
委
員
会
の
第
一
書
記
と
し
て
は
後
者
の
基
準
が
重
視
さ
れ
た
こ
と
、
ま
た
ハ
リ
コ
フ
州
サ
フ
ノ
フ
シ
チ
ナ
地

区
党
委
員
会
の
場
合
は
、
「
社
会
的
諸
問
題
の
解
決
に
よ
り
多
く
か
か
わ
っ
た
人
物
、
人
々
の
必
要
や
要
求
を
満
足
さ
せ
る
た
め
に
よ
り

多
く
努
力
し
た
人
物
」
が
選
択
の
基
準
で
あ
っ
た
こ
と
、
が
示
さ
れ
て
い
る
．
ま
た
、
ウ
ラ
ジ
ミ
ル
州
コ
リ
チ
ュ
ギ
ノ
市
党
委
員
会
の
場

合
は
．
そ
う
し
た
選
択
の
基
準
は
明
確
に
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
選
挙
の
過
程
で
の
不
手
際
お
よ
び
候
補
者
自
身
の
綱
領
や
行
動
計
画
が

な
か
っ
た
こ
と
に
対
す
る
批
判
的
評
価
が
な
さ
れ
て
い
る
．
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
記
事
は
、
実
際
に
行
な
わ
れ
た
党
委
員
会
第
一
書
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記
の
複
数
候
補
制
・
秘
密
投
票
選
挙
の
模
様
を
伝
え
る
こ
と
を
通
じ
て
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の
提
案
を
積
極
的
に
支
持
し
、
宣
伝
す
る
と
と

も
に
、
党
委
員
会
第
一
書
記
に
ふ
さ
わ
し
い
資
質
や
、
選
挙
の
運
営
の
望
ま
し
い
方
法
を
提
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
『
党
生
活
』
と
い

う
、
と
く
に
改
革
志
向
で
は
な
い
、
地
味
な
、
主
と
し
て
地
方
の
中
堅
の
党
活
動
家
向
け
の
雑
誌
が
こ
う
し
た
方
向
で
党
委
員
会
第
一
書

記
の
複
数
候
補
制
・
秘
密
投
票
選
挙
を
と
り
あ
げ
た
こ
と
は
、
ゴ
ル
パ
チ
ョ
フ
の
提
案
が
党
中
央
に
お
い
て
支
持
さ
れ
始
め
た
こ
と
を
示

し
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
地
方
党
委
員
会
第
一
書
記
の
複
数
候
補
制
・
秘
密
投
票
選
挙
は
、
上
級
機
関
で
は
な

く
、
自
己
の
選
出
母
体
に
対
し
て
責
任
を
持
ち
、
一
般
の
大
衆
党
員
や
住
民
の
要
求
を
配
慮
す
る
有
能
か
つ
責
任
あ
る
指
導
者
が
選
出
さ

れ
る
可
能
性
が
以
前
よ
り
も
大
き
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
、
以
上
の
記
事
を
見
る
こ
と
で
確
認
で
き
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
『
党
生
活
』
が
と
り
あ
げ
た
こ
れ
ら
の
選
挙
は
、
い
ず
れ
も
上
か
ら
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ヴ
で
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
記
事

の
中
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
州
党
委
員
会
の
指
導
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
州
党
委
員
会
第
一
書
記
に
つ
い
て
調
べ
て
み
よ
う
．
ま
ず
、
β
シ
ヤ
共
和
国
チ
ュ
メ
ニ
州
党
委
員
会
第
↓
書
記
の
ボ
ゴ
、
・
・
ヤ

コ
フ
（
づ
口
●
9
『
薯
美
。
切
）
は
、
一
九
三
〇
年
生
れ
で
、
一
九
五
九
年
に
入
党
、
一
九
七
三
年
か
ら
同
州
党
委
員
会
第
一
書
記
を
務
め
、
ま

た
一
九
七
六
年
の
第
二
十
五
回
党
大
会
以
来
の
党
中
央
委
員
で
あ
る
が
、
ま
た
、
彼
は
地
質
．
鉱
物
学
博
士
候
補
の
学
位
を
持
つ
科
学
技

　
　
　
　
（
1
7
）

術
者
で
も
あ
る
．
こ
う
し
た
彼
の
学
識
は
、
油
田
地
帯
で
あ
る
チ
ュ
メ
ニ
州
の
指
導
者
に
ふ
さ
わ
し
い
の
で
あ
ろ
う
。
彼
は
、
ロ
シ
ア
共

和
国
の
州
レ
ヴ
ェ
ル
、
す
な
わ
ち
辺
区
、
州
、
自
治
共
和
国
の
第
一
書
記
七
十
三
名
の
う
ち
、
一
九
七
〇
年
代
か
ら
現
在
（
一
九
八
九
年
九

月
末
）
ま
で
、
ず
っ
と
そ
の
職
場
と
地
位
を
変
え
て
い
な
い
わ
ず
か
三
名
の
う
ち
の
一
人
で
あ
る
．
ウ
ク
ラ
イ
ナ
共
和
国
ハ
リ
コ
フ
州
党

委
員
会
第
一
書
記
の
ム
ィ
ス
ニ
チ
ェ
ン
コ
（
甲
目
三
跨
霞
冷
臣
o
）
は
、
一
九
二
九
年
生
れ
で
、
一
九
五
五
年
に
入
党
、
一
九
八
○
年
か
ら

同
州
党
委
員
会
第
一
書
記
を
務
め
、
ま
た
一
九
八
一
年
の
第
二
十
六
回
党
大
会
以
来
の
党
中
央
委
員
で
あ
り
、
彼
も
ま
た
経
済
学
博
士
候

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

補
の
学
位
を
持
っ
て
い
る
．
・
シ
ヤ
共
和
国
ウ
ラ
ジ
、
・
・
ル
州
党
委
員
会
第
一
書
記
の
ボ
ボ
ヴ
ィ
コ
フ
（
，
ρ
切
a
8
貰
8
）
は
、
一
九
二
七

年
生
れ
で
、
一
九
四
七
年
に
入
党
、
レ
ニ
ソ
グ
ラ
ー
ド
の
党
組
織
で
長
く
働
き
、
一
九
八
○
年
に
レ
ニ
ソ
グ
ラ
ー
ド
州
党
委
員
会
第
二
書
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記
か
ら
、
同
州
ソ
ヴ
ェ
ー
ト
執
行
委
員
会
議
長
に
転
出
し
た
後
、
一
九
八
三
年
か
ら
ウ
ラ
ジ
ミ
ル
州
党
委
員
会
第
一
書
記
を
務
め
、
ま
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

一
九
八
一
年
の
第
二
十
六
回
党
大
会
以
来
の
党
中
央
委
員
候
補
で
あ
っ
た
が
、
一
九
八
九
年
八
月
に
本
人
の
要
請
に
よ
り
そ
の
職
を
解
任

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

さ
れ
、
年
金
生
活
入
り
し
た
。
こ
れ
ら
三
人
の
州
党
委
員
会
第
一
書
記
は
、
ド
ブ
リ
ク
の
よ
う
に
左
遷
さ
れ
て
は
い
な
い
。
ボ
ボ
ヴ
ィ
コ

フ
の
最
近
の
年
金
生
活
入
り
は
、
彼
の
州
で
党
委
員
会
第
一
書
記
の
複
数
候
補
制
・
秘
密
投
票
選
挙
を
行
な
っ
た
こ
と
と
は
お
そ
ら
く
関

係
が
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
党
委
員
会
第
扁
書
記
の
複
数
候
補
制
・
秘
密
投
票
選
挙
を
推
進
し
よ
う
と
い
う
見
解
は
、
党
指
導

部
内
で
少
数
派
で
あ
っ
た
と
は
思
え
な
い
し
、
州
第
一
書
記
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
も
少
な
か
ら
ず
賛
成
者
が
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
れ
ゆ
え
、
一
九
八
七
年
一
月
の
党
中
央
委
員
会
総
会
決
定
に
は
盛
り
込
む
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
党
委
員
会
書
記
の
複
数
候
補
制
・

秘
密
投
票
選
挙
の
提
案
は
、
一
九
八
八
年
五
月
の
党
中
央
委
員
会
総
会
で
承
認
さ
れ
た
「
第
十
九
回
全
連
邦
党
協
議
会
の
た
め
の
テ
ー
ゼ
」

に
は
、
「
党
員
は
、
す
べ
て
の
党
委
員
会
の
選
挙
で
、
定
員
数
を
上
回
る
数
の
候
補
者
を
指
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
党
委
員
会
の
メ
ソ

パ
ー
お
よ
び
書
記
の
指
名
・
審
議
・
選
出
の
こ
の
よ
う
な
や
り
方
は
、
地
区
・
市
党
委
員
会
か
ら
各
連
邦
構
成
共
和
国
共
産
党
中
央
委
員

会
や
ソ
連
邦
共
産
党
中
央
委
員
会
に
い
た
る
党
機
関
の
形
成
プ
・
セ
ス
に
も
ひ
ろ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
だ
」
と
い
う
か
た
ち
で
加
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
21
）

る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
「
テ
ー
ゼ
」
に
お
け
る
提
案
は
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
に
よ
れ
ぽ
、
全
党
に
お
い
て
支
持
さ
れ
た
と
い

う
。
す
な
わ
ち
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
、
第
十
九
回
全
連
邦
党
協
議
会
に
お
け
る
そ
の
報
告
の
中
で
、
「
党
員
は
、
ソ
連
邦
共
産
党
中
央
委

員
会
ま
で
の
す
べ
て
の
党
委
員
会
の
選
挙
で
、
定
員
数
を
上
回
る
数
の
候
補
者
を
指
名
す
る
…
…
と
い
う
提
案
を
大
多
数
が
断
固
支
持
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

た
」
と
明
言
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
．
当
然
こ
の
提
案
は
、
「
ソ
ヴ
ェ
ー
ト
社
会
の
民
主
化
と
政
治
シ
ス
テ
ム
の
改
革
に
つ
い
て
」
の

第
十
九
回
全
連
邦
党
協
議
会
の
決
議
に
お
い
て
も
、
「
ソ
連
邦
共
産
党
中
央
委
員
会
に
い
た
る
ま
で
の
す
べ
て
の
党
委
員
会
の
メ
ソ
バ
ー

お
よ
び
書
記
の
選
挙
で
、
候
補
者
の
幅
広
い
審
議
と
秘
密
投
票
、
定
員
数
を
上
回
る
数
の
候
補
者
を
被
選
挙
人
名
簿
に
記
載
す
る
可
能
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

を
保
障
す
ぺ
き
で
あ
る
」
と
い
う
か
た
ち
で
盛
り
込
ま
れ
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
党
委
員
会
第
一
書
記
の
複
数
候
補
制
・
秘
密
投
票
選
挙
が
州
レ
ヴ
ェ
ル
の
党
委
員
会
第
一
書
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記
や
連
邦
構
成
共
和
国
党
中
央
委
員
会
第
一
書
記
の
選
挙
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た
の
は
、
一
九
八
九
年
八
月
以
降
の
ご
く
最
近
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
州
レ
ヴ
ェ
ル
で
最
初
に
第
一
書
記
の
複
数
候
補
制
・
秘
密
投
票
選
挙
を
行
な
っ
た
の
は
ロ
シ
ヤ
共
和
国
チ
ェ
リ
ャ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

ビ
ソ
ス
ク
州
党
委
員
会
で
、
そ
れ
は
一
九
八
九
年
八
月
十
二
目
の
こ
と
で
あ
っ
た
し
、
ま
た
連
邦
構
成
共
和
国
党
中
央
委
員
会
で
最
初
に

第
一
書
記
の
複
数
候
補
制
・
秘
密
投
票
選
挙
を
行
な
っ
た
の
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
共
産
党
中
央
委
員
会
で
、
そ
れ
は
一
九
八
九
年
九
月
二
十

　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

八
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
む
ろ
ん
そ
れ
ま
で
の
間
に
、
多
く
の
州
レ
ヴ
ェ
ル
の
党
委
員
会
第
一
書
記
と
連
邦
構
成
共
和
国
党
中
央
委
員
会

第
一
書
記
の
交
替
が
行
な
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
従
来
の
方
式
で
選
挙
が
行
な
わ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
や
は
り
、
連
邦
構

成
共
和
国
お
よ
び
州
レ
ヴ
ェ
ル
で
は
、
か
な
り
の
抵
抗
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。
表
だ
っ
た
反
対
で
は
な
く
、
一
種
の
サ
ボ
タ
ー
ジ
ュ
で
あ

る
。
そ
の
こ
と
は
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
が
、
一
九
八
九
年
九
月
の
党
中
央
委
員
会
総
会
で
、
「
現
在
、
党
機
関
・
組
織
の
活
動
は
多
く
の
点

で
古
い
機
構
や
時
代
遅
れ
の
規
則
・
指
示
に
よ
っ
て
が
ん
じ
が
ら
め
に
な
っ
て
い
る
。
一
部
の
幹
部
が
従
来
の
固
定
観
念
に
し
が
み
つ
い

て
い
る
…
…
。
ソ
連
邦
共
産
党
の
指
導
下
で
の
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
の
過
程
で
作
成
さ
れ
、
社
会
全
体
を
動
か
す
に
い
た
っ
た
豊
か
な
革
新

的
構
想
の
獲
得
が
、
党
の
一
連
の
環
や
一
部
の
幹
部
・
党
員
の
あ
い
だ
で
遅
々
と
し
て
進
ん
で
い
な
い
こ
と
を
正
直
に
認
め
る
必
要
が
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

る
」
と
指
摘
し
た
こ
と
か
ら
も
裏
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
そ
の
九
月
の
党
中
央
委
員
会
総
会
に
お
け
る
シ
チ
ェ
ル
ビ
ツ
キ
ー

（
甲
甲
員
8
0
曾
員
轟
）
政
治
局
員
兼
ウ
ク
ラ
イ
ナ
共
産
党
中
央
委
員
会
第
一
書
記
の
解
任
に
伴
い
、
そ
の
総
会
の
直
後
に
行
な
わ
れ
た
同

党
中
央
委
員
会
第
一
書
記
の
選
挙
は
、
複
数
候
補
で
行
な
わ
れ
た
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
今
後
、
そ
れ
は
全
党
に
お
い
て
行
な
わ
れ
る
よ
う

に
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
う
な
っ
た
場
合
、
当
然
、
従
来
の
ノ
ー
メ
ン
ク
ラ
ト
ゥ
ー
ラ
・
シ
ス
テ
ム
は
そ
の
必
要
性
が
無
く
な
り
、
廃
止
さ

　
　
　
　
　
（
2
7
）

れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
ソ
連
邦
共
産
党
中
央
委
員
会
書
記
長
、
政
治
局
員
お
よ
び
書
記
を
複
数
候
補
制
・
秘
密
投
票
選
挙
に
よ
っ

て
選
出
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
明
ら
か
で
は
な
い
。
し
か
し
、
議
論
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
は
、
書
記
長
を
党
大
会
に
お
い
て
複
数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

候
補
制
・
秘
密
投
票
選
挙
に
よ
っ
て
選
出
す
る
と
い
う
こ
と
も
検
討
さ
れ
て
は
い
る
。
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（
1
）
コ
懲
畏
貸
這
o。
8
淺
葭
閃
9
。
冨
込
る
’
も
っ
と
も
．
党
の
選
挙
に
お
け
る
複
数
候
補
制
・
秘
密
投
票
選
挙
は
、
今
回
初
め
て
言
及
さ
れ
た
も
の

　
で
は
な
い
．
す
で
に
、
一
九
六
二
年
三
月
二
十
九
日
に
採
択
さ
れ
た
「
指
導
的
党
機
関
の
選
挙
の
実
践
に
関
す
る
訓
令
」
は
、
党
の
協
議
会
お
よ
び

大
会
の
代
議
員
選
挙
な
ら
び
に
党
委
員
会
の
委
員
選
挙
に
お
け
る
秘
密
投
票
を
規
定
し
て
お
り
、
ま
た
フ
・
ア
か
ら
候
補
者
を
指
名
す
る
権
利
を
代

議
員
に
与
え
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
訓
令
は
、
連
邦
構
成
共
和
国
レ
ヴ
ェ
ル
ま
で
に
の
み
適
用
さ
れ
る
と
し
て
い
る
。
代
議
員
や
委
員
で
は
な
く
、

指
導
者
を
選
出
す
る
場
合
，
す
な
わ
ち
連
邦
構
成
共
和
国
党
中
央
委
員
会
レ
ヴ
ェ
ル
ま
で
の
ビ
ュ
ー
ロ
ー
及
び
書
記
の
選
挙
で
は
、
公
開
投
票
が
用

　
い
ら
れ
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。
ソ
連
邦
共
産
党
中
央
委
員
会
総
会
で
の
政
治
局
員
及
び
書
記
の
選
出
手
続
き
は
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
そ

　
こ
で
は
明
ら
か
に
公
開
投
票
が
用
い
ら
れ
て
い
る
（
ω
＄
≦
。
暮
霞
自
ゆ
3
”
．
．
田
Φ
9
。
蚕
一
〇
ぎ
一
8
冒
夢
。
の
。
三
9
曽
。
9
．
．
、
き
9
“
霧
。
、

　q。

§
§
＄
獣
。
。
詳
竃
鶏
魯
－
》
鷲
昌
一
〇
〇
。
8
も
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Go
ρ
h
o
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ぎ
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Φ
“
D
）
。

パハハハ　　パ　パハパパハハハパハ9蓼芭呂七εεε讐ε＆ヱ£邑ξ邑a
　　　巻

1講毅講灘冒譲冒言
口
短
畏
ρ
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｝
お
o
。
S
8
凶
臣
8
卸
ρ
一
●

口
窓
畏
費
お
c
。
8
一
〇
骨
唇
雪
卸
ρ
鯨
∩
o
器
↓
突
雷
℃
o
g
堅
二
〇
〇。
8
一
〇
命
窃
窓
話
㍉
』
’

国
葭
①
3
h
霞
民
切
o
き
目
諾
8
器
需
堅
笛
田
量
雪
g
g
§
一
〇
c
。
8
三
‘
お
c
。
8
ρ
誘
P

ジ
ョ
レ
ス
・
メ
ド
ベ
！
ジ
ェ
フ
（
毎
日
新
聞
外
信
部
訳
）
『
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
』
毎
目
新
聞
社
、
一
九
八
七
年
、
一
五
五
ぺ
ー
ジ
．

口
窓
畏
貸
お
o
。
8
G
。
O
憲
℃
醤
噂
o
●
一
9

ω
8
｝
国
舘
劇
§
●
§
こ
層
結
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8
弩
≧
恥
さ
。
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堕
一
〇
〇
〇
8
2
0
・
O
矯
マ
一
P

＝
ω
器
3
堅
員
民
ズ
自
O
ρ
這
o
。
P
Z
9
⑲
｝
o
●
8
。

口
℃
帥
畏
P
這
o
。
8
曽
憲
℃
冒
一
ρ
ド
ご

国
ω
器
3
堅
月
宍
ズ
「
お
ρ
一
〇
〇
。
P
Z
9
ド
。
●
①
ω
●

コ
℃
脂
恕
℃
一
〇
〇
。
曾
ま
目
℃
Φ
詰
｝
ρ
一
●

拙
稿
「
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
政
治
改
革
の
現
在
ー
『
エ
リ
ツ
ィ
γ
解
任
事
件
』
と
全
連
邦
党
協
議
会
の
問
題
を
中
心
に
ー
」
『
国
防
』

　
　
　
（
一
九
八
八
年
五
月
）
、
一
〇
三
～
一
〇
五
ぺ
ー
ジ
．

口
o

。
肩
苺
器
国
製
蕊
＝
ダ
一
〇
c
。
刈
2
9
q
一
ρ
ω
㌣
G
。
伊

口
8
罠
辞
舘
製
器
甲
し
O
G
。
刈
Z
。
・
9
0
●
島
－
蒔
9

口
巷
↓
慧
塁
国
製
器
誹
｝
一
〇
〇
。
『
2
9
0
｝
ρ
謡
－
お
。

寓
ω
器
3
堅
月
宍
犀
口
O
ρ
一
〇
〇
。
O
℃
Z
o
’
ρ
ρ
認
e

第
三
十
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（
1
8
）
　
＝
器
Φ
3
寓
国
揖
ズ
民
口
O
ρ
一
〇
〇
。
P
2
9
麟
ρ
o。
9

（
1
9
）
＝
ω
切
0
8
堅
員
ズ
ズ
「
お
ρ
一
。
o
。
P
Z
。
。
ρ
。
』
U
●

（
20
）
　
コ
℃
畠
る
℃
一
〇
〇
。
O
”
一
〇
岱
胃
図
3
m
一
ρ
P

（
2
1
）
　
コ
℃
窃
る
鳩
一
〇
G。
o
。
い
ミ
鍔
窒
矯
ρ
O
●

（
22
）
　
口
宕
ω
る
℃
一
〇
〇。
o
o
矯
8
＝
δ
＝
却
o
，
O
●

（
2
3
）
　
コ
窓
閃
＞
帥
℃
お
o。
o
o
一
㎝
＝
δ
＝
鉾
9
ド

（
2
4
）
　
『
【
℃
島
＞
欝
一
〇
〇
Q
P
一
ω
畠
藁
o
暴
｝
ρ
ド

（
2
5
）
　
口
窓
畏
辞
お
o
。
O
埴
8
8
胃
＆
℃
却
ρ
国

（
2
6
）
　
口
冨
畏
曽
一
這
o
。
P
8
8
胃
＆
℃
鉾
ρ
ピ

（
2
7
）
　
ソ
連
邦
共
産
党
中
央
委
員
会
の
党
建
設
・
人
事
政
策
問
題
委
員
会
は
、
一
九
八
九
年
十
月
十
四
目
、
ノ
ー
メ
ソ
ク
ラ
ト
ゥ
ー
ラ
．

廃
止
す
る
と
発
表
し
た
（
口
℃
臣
岩
二
。
。
。
曾
ま
o
腎
＆
℃
卸
9
ε
。

（
28
）
　
ソ
連
邦
共
産
党
中
央
委
員
会
付
属
社
会
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
党
史
講
座
部
長
マ
ス
・
フ
に
対
す
る
朝
日
新
聞
社
の
イ
ソ
タ
ヴ
ュ
ー

　
一
九
八
八
年
二
月
二
十
九
日
夕
刊
一
面
）
。

シ
ス
テ
ム
を

（
『
朝
日
新
聞
』

　
第
二
節
　
党
内
被
選
出
ポ
ス
ト
の
任
期
制

　
党
内
被
選
出
ポ
ス
ト
の
任
期
制
の
問
題
は
、
一
九
八
八
年
五
月
の
党
中
央
委
員
会
総
会
で
承
認
さ
れ
た
「
第
十
九
回
全
連
邦
党
協
議
会

の
た
め
の
テ
ー
ゼ
」
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
提
起
さ
れ
た
。
「
地
区
お
よ
び
市
の
党
委
員
会
を
始
め
、
す
べ
て
の
党
委
員
会
に
、
単
一

の
任
期
を
五
年
と
定
め
る
。
そ
の
際
、
党
内
被
選
出
ポ
ス
ト
の
在
任
を
連
続
二
期
に
制
限
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
連
続
三
選
は
、
党
員

の
発
議
が
あ
っ
て
初
め
て
可
能
で
、
選
出
を
認
め
る
と
い
う
事
前
の
決
定
を
必
要
と
す
る
。
こ
の
よ
う
な
決
定
は
、
秘
密
投
票
で
党
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

会
の
メ
ソ
バ
ー
の
四
分
の
三
以
上
の
賛
成
に
よ
っ
て
採
択
さ
れ
る
」
。
こ
の
提
案
は
、
原
則
的
に
は
全
党
的
に
支
持
さ
れ
た
が
、
連
続
三

選
の
間
題
に
つ
い
て
は
、
「
テ
ー
ゼ
」
ど
お
り
と
す
る
か
、
最
高
指
導
部
に
限
っ
て
例
外
的
に
認
め
る
か
、
あ
る
い
は
ま
っ
た
く
認
め
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

い
か
、
と
い
う
三
つ
の
見
解
が
対
立
し
た
。
し
か
し
、
結
局
、
例
外
を
認
め
な
い
こ
と
に
な
り
、
「
ソ
ヴ
ェ
ー
ト
社
会
の
民
主
化
と
政
治
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シ
ス
テ
ム
の
改
革
に
つ
い
て
」
の
第
十
九
回
全
連
邦
党
協
議
会
の
決
定
で
は
、
極
め
て
明
確
に
、
「
協
議
会
は
、
ソ
連
邦
共
産
党
中
央
委

員
会
か
ら
党
地
区
委
員
会
に
い
た
る
ま
で
被
選
出
党
機
関
の
単
一
の
任
期
を
五
年
間
と
す
る
提
案
を
支
持
す
る
。
こ
の
任
期
が
比
較
的
長

い
こ
と
を
考
慮
し
て
、
党
協
議
会
を
二
～
三
年
お
ぎ
に
開
き
、
党
委
員
会
の
メ
ソ
バ
ー
の
二
十
パ
ー
セ
ソ
ト
程
度
の
部
分
的
更
新
の
権
利

を
協
議
会
に
与
え
る
方
式
を
実
施
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
．
ソ
連
邦
共
産
党
全
連
邦
協
議
会
に
も
適
用
さ
れ
る
。
…
：
ビ
ュ
ー
・
1

の
全
メ
ソ
パ
ー
と
党
委
員
会
書
記
は
、
ソ
連
邦
共
産
党
中
央
委
員
会
政
治
局
員
お
よ
び
ソ
連
邦
共
産
党
中
央
委
員
会
書
記
長
を
含
め
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

最
高
連
続
二
期
同
一
ポ
ス
ト
に
選
ば
れ
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
規
定
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
す
べ
て
の
党
内
被
選
出
ポ
ス
ト
の
任
期
が

例
外
な
く
二
期
十
年
ま
で
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
極
め
て
画
期
的
な
こ
と
で
あ
っ
て
．
ソ
連
の
歴
史
上
初
め
て
、
党
の
最
高

指
導
者
の
交
替
が
制
度
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
ま
た
、
党
中
央
委
員
の
交
替
も
そ
の
二
十
パ
ー
セ
ン
ト
で
は
あ
る
が
、

五
年
に
一
度
の
党
大
会
を
待
た
ず
に
、
全
連
邦
党
協
議
会
を
開
催
す
る
こ
と
で
実
施
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
も
、
人
事
の
停

滞
と
そ
れ
に
よ
る
党
の
官
僚
主
義
化
を
防
ぎ
、
党
を
活
性
化
す
る
こ
と
に
大
い
に
役
立
つ
で
あ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
全
連
邦
党
協
議
会
に
よ
っ
て
党
中
央
委
員
の
二
十
パ
ー
セ
ソ
ト
を
交
替
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
内
容
の
規
定
は
、

か
つ
て
党
規
約
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
あ
る
．
す
な
わ
ち
、
一
九
三
九
年
に
開
催
さ
れ
た
第
十
八
回
党
大
会
で
採
択
さ
れ
た
党
規
約
に

は
、
党
大
会
で
選
出
さ
れ
た
中
央
委
員
の
五
分
の
一
ま
で
の
数
の
中
央
委
員
の
更
迭
と
そ
の
空
席
へ
の
中
央
委
員
候
補
か
ら
の
補
充
を
認

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

め
て
い
た
の
で
あ
る
（
第
三
十
八
条
）
。
し
か
し
、
こ
の
規
定
は
、
一
九
五
二
年
に
開
催
さ
れ
た
第
十
九
回
党
大
会
で
採
択
さ
れ
た
党
規
約

　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）

に
お
い
て
は
削
除
さ
れ
、
そ
の
後
、
現
在
に
い
た
る
ま
で
党
規
約
に
は
復
活
し
て
い
な
い
。

　
（
29
）
　
コ
℃
畠
岩
》
一
〇
〇。
o
o
堕
ミ
差
き
o
●
O
・

　
（
30
）
　
口
℃
欝
岩
”
お
o。
o
。
鳩
O
O
頃
δ
堅
一
9
9

　
（
3
1
）
　
口
℃
畠
岩
℃
一
〇
〇。
o
。
｝
㎝
醤
δ
蕾
｝
o
●
ド

　
（
32
）
　
閑
＝
∩
O
ω
℃
8
9
お
長
美
醤
℃
の
日
①
臣
霞
。
需
ω
＞
o
伊
民
畠
骨
℃
窪
量
詐
＝
雪
窪
葦
8
月
界
＝
ω
期
O
－
o
Φ
鳩
↓
薯
●
刈
℃
9
一
〇
一
。

　
（
3
3
）
犀
口
O
O
切
℃
8
9
δ
長
美
悶
℃
①
霞
①
臣
美
9
①
封
8
張
o
喜
①
需
＝
暑
邸
国
望
窪
讐
8
灯
客
＝
郵
。
－
o
ρ
8
罫
。
。
℃
9
鱒
。。
望
ω
〇
一
●
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第
三
節
　
党
委
員
会
第
口
書
記
と
ソ
ヴ
ェ
ー
ト
議
長
の
兼
任

　
党
委
員
会
第
一
書
記
と
ソ
ヴ
ェ
ー
ト
議
長
の
兼
任
の
問
題
が
初
め
て
提
起
さ
れ
た
の
は
、
第
十
九
回
全
連
邦
党
協
議
会
に
お
け
る
ゴ
ル

パ
チ
ョ
フ
の
報
告
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
兼
任
は
、
「
ソ
ヴ
ェ
ー
ト
の
役
割
を
党
の
権
威
で
強
化
」
し
、

そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
ソ
ヴ
ェ
ー
ト
の
権
威
を
高
め
」
、
閣
僚
会
議
も
し
く
は
「
執
行
委
員
会
と
そ
の
議
長
の
活
動
に
対
す
る
監
督
を
強

め
、
管
理
活
動
の
重
心
が
ソ
ヴ
ェ
ー
ト
に
移
り
つ
つ
あ
る
状
況
の
も
と
で
党
機
関
と
ソ
ヴ
ェ
ー
ト
機
関
の
機
能
の
よ
り
正
確
な
区
分
を
可

能
に
す
る
」
も
の
で
あ
る
が
、
最
高
ソ
ヴ
ェ
ー
ト
も
し
く
は
地
方
ソ
ヴ
ェ
ー
ト
の
議
長
の
選
挙
は
．
そ
れ
ぞ
れ
人
民
代
議
員
大
会
も
し
く

は
ソ
ヴ
ェ
ー
ト
総
会
で
、
秘
密
投
票
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
こ
と
は
結
局
、
ソ
連
邦
共
産
党
書
記
長
も
し
く
は
各

級
党
委
員
会
の
第
一
書
記
を
「
勤
労
者
の
よ
り
有
効
な
監
督
の
も
と
に
置
く
こ
と
に
な
る
」
、
つ
ま
り
「
党
員
た
ち
が
党
指
導
者
に
託
し

た
信
任
が
そ
の
都
度
、
ソ
ヴ
ェ
ー
ト
・
シ
ス
テ
ム
の
す
べ
て
の
段
階
で
人
民
の
代
表
に
よ
っ
て
点
検
さ
れ
、
確
認
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
す

る
」
。
し
た
が
っ
て
、
指
名
さ
れ
た
書
記
長
も
し
く
は
党
書
記
が
、
ソ
ヴ
ェ
ー
ト
代
議
員
た
ち
に
よ
っ
て
「
支
持
さ
れ
な
い
場
合
も
も
ち

　
　
　
　
　
（
3
4
）

ろ
ん
あ
り
得
る
」
。

　
し
か
し
、
本
当
に
、
こ
の
兼
任
が
ソ
ヴ
ェ
；
ト
の
権
威
の
強
化
に
つ
な
が
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
む
し
ろ
、
ま
す
ま
す
ソ
ヴ
ェ
ー
ト
が
形

骸
化
し
、
党
だ
け
が
強
化
さ
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
当
然
こ
う
し
た
疑
間
が
出
て
く
る
．
し
か
し
な
が
ら
．
筆
者
は
、
こ
の
兼
任

が
ソ
ヴ
ェ
ー
ト
の
強
化
の
手
段
と
し
て
そ
れ
な
り
に
有
効
で
あ
る
と
考
え
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
、
か
つ
て
詳
し
く
考
察
し
た
こ
と
が
あ

（
訪
）

る
。　

そ
の
際
に
、
筆
者
が
述
べ
た
こ
と
を
要
約
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
ソ
ヴ
ェ
ー
ト
の
形
骸
化
な
い
し
は
弱

体
化
の
原
因
は
、
制
度
上
ソ
ヴ
ェ
ー
ト
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
、
し
た
が
っ
て
ソ
ヴ
ェ
ー
ト
に
責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ソ
ヴ
ェ
ー

ト
の
執
行
部
、
す
な
わ
ち
連
邦
構
成
共
和
国
レ
ヴ
ェ
ル
以
上
で
は
閣
僚
会
議
と
そ
れ
に
従
属
す
る
省
庁
、
ま
た
地
方
レ
ヴ
ェ
ル
で
は
ソ
ヴ

ェ
ー
ト
執
行
委
員
会
と
そ
の
付
属
部
局
が
、
実
際
に
は
、
同
じ
レ
ヴ
ェ
ル
の
党
委
員
会
の
付
属
部
局
に
従
属
し
て
お
り
、
党
委
員
会
の
指
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令
待
ち
の
状
態
に
な
っ
て
い
る
か
、
も
し
く
は
何
も
せ
ず
に
実
際
に
は
党
委
員
会
の
付
属
部
局
が
行
政
を
「
代
行
」
し
て
し
ま
っ
て
い
る

と
こ
ろ
に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ソ
ヴ
ェ
ー
ト
の
執
行
部
の
党
委
員
会
へ
の
従
属
、
お
よ
び
党
委
員
会
付
属
部
局
に
よ
る
行
政
の
「
代

行
」
を
な
く
す
た
め
に
は
、
党
委
員
会
の
ト
ッ
プ
、
す
な
わ
ち
連
邦
レ
ヴ
ェ
ル
で
は
書
記
長
、
ま
た
連
邦
構
成
共
和
国
レ
ヴ
ェ
ル
以
下
で

は
第
一
書
記
が
ソ
ヴ
ェ
ー
ト
議
長
を
兼
任
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ソ
ヴ
ェ
ー
ト
の
権
威
を
高
め
る
と
と
も
に
、
党
委
員
会
付
属
部
局
を
削

減
す
る
こ
と
が
理
に
か
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
兼
任
は
、
中
央
官
庁
の
経
済
官
僚
に
も
従
属
せ
ざ
る
を
え
な
い
経
済
分
野
担
当
の
地

方
ソ
ヴ
ェ
ー
ト
執
行
委
員
会
付
属
部
局
を
中
央
官
庁
へ
の
従
属
か
ら
解
放
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ペ
レ
ス
ト
・
イ
カ
に
対
す
る
抵
抗
の
温

床
で
あ
る
中
央
官
庁
の
経
済
官
僚
の
権
限
を
削
減
し
、
こ
の
分
野
で
の
地
方
党
第
一
書
記
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ヴ
の
発
揮
を
保
証
す
る
狙
い
も

あ
る
で
あ
ろ
う
。
以
上
が
、
筆
者
の
見
解
で
あ
っ
た
。

　
筆
者
は
、
こ
の
見
解
は
、
現
在
で
も
間
違
っ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
て
い
る
．
実
際
、
次
節
で
述
べ
る
ソ
連
邦
共
産
党
中
央
委
員
会
の

付
属
部
局
の
削
減
を
始
め
と
し
て
、
連
邦
構
成
共
和
国
以
下
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
も
党
委
員
会
付
属
部
局
の
削
減
が
一
九
八
九
年
始
め
ま
で
に

　
　
　
（
36
）

実
施
さ
れ
、
連
邦
レ
ヴ
ェ
ル
で
は
、
一
九
八
九
年
五
月
二
十
六
日
に
ソ
連
邦
最
高
ソ
ヴ
ェ
ー
ト
議
長
に
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
書
記
長
が
選
出
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）

れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
以
下
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
は
、
ソ
ヴ
ェ
ー
ト
代
議
員
の
改
選
が
ま
だ
行
な
わ
れ
て
お
ら
ず
、
し
た
が

っ
て
新
し
い
ソ
ヴ
ェ
ー
ト
議
長
が
選
出
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
実
際
に
ソ
ヴ
ェ
ー
ト
議
長
で
党
委
員
会
第
一
書
記
に
よ
っ
て
兼
任
さ
れ
る

か
ど
う
か
は
ま
だ
わ
か
ら
な
い
。
一
九
九
〇
年
春
ま
で
に
地
方
ソ
ヴ
ェ
ー
ト
の
選
挙
が
実
施
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
時
点
で
は

っ
き
り
す
る
で
あ
ろ
う
。

　
と
は
い
え
、
こ
の
兼
任
の
間
題
が
初
め
て
提
起
さ
れ
た
の
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
第
十
九
回
全
連
邦
党
協
議
会
に
お
け
る
ゴ
ル
バ

チ
ョ
フ
報
告
に
お
い
て
で
あ
っ
て
、
そ
の
協
議
会
に
先
立
っ
て
発
表
さ
れ
た
「
第
十
九
回
全
連
邦
党
協
議
会
の
た
め
の
テ
ー
ゼ
」
に
は
、

な
ん
ら
言
及
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
れ
ゆ
え
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
個
人
に
よ
っ
て
唐
突
に
持
ち
出
さ
れ
た
と
い
う
感
が
強
く
、
実
際
、
そ
の
党
協

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
38
）

議
会
の
議
論
に
お
い
て
も
こ
の
提
案
に
対
す
る
疑
問
の
声
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
党
協
議
会
の
決
議
に
は
、
「
ソ
ヴ
ェ
ー
ト

160



ゴルバチョフ政権下におけるソ連邦共産党の変化

議
長
の
ポ
ス
ト
に
原
則
と
し
て
相
応
の
党
委
員
会
の
第
一
書
記
を
推
薦
す
る
こ
と
は
、
代
議
制
機
関
の
役
割
の
向
上
に
役
立
つ
だ
ろ
う
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）

と
述
べ
ら
れ
る
に
と
ど
ま
っ
た
．
し
た
が
っ
て
、
こ
の
提
案
は
、
全
党
的
な
支
持
を
得
ら
れ
て
い
な
い
可
能
性
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

　
し
か
も
、
そ
の
後
、
こ
の
問
題
に
も
大
い
に
影
響
す
る
さ
ら
な
る
重
要
間
題
が
出
て
ぎ
た
。
そ
れ
は
す
な
わ
ち
、
複
数
政
党
制
の
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
0
）

で
あ
る
。
ソ
連
に
お
け
る
複
数
政
党
制
の
可
能
性
は
、
ソ
連
邦
共
産
党
指
導
部
か
ら
公
式
に
言
及
さ
れ
て
は
い
な
い
も
の
の
、
実
際
問
題

と
し
て
、
一
九
八
八
年
夏
以
降
、
人
民
戦
線
を
始
め
と
す
る
疑
似
政
党
的
政
治
団
体
が
活
発
に
活
動
し
て
お
り
、
と
り
わ
け
バ
ル
ト
三
国

に
お
い
て
は
、
人
民
戦
線
の
代
表
が
数
多
く
ソ
連
邦
人
民
代
議
員
に
選
出
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
地
域
で
は
彼
ら
の
意
見
を
無
視
し
て

政
策
を
決
定
す
る
こ
と
は
不
可
能
に
な
っ
て
お
り
、
事
実
上
、
共
産
党
以
外
の
政
党
が
存
在
し
て
い
る
と
考
え
て
さ
し
つ
か
え
な
い
状
態

に
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
人
民
戦
線
に
は
、
数
多
く
の
共
産
党
員
が
参
加
し
て
い
る
が
、
そ
の
こ
と
に
も
典
型
的
に
示
さ
れ
て
い
る
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
41
）

う
に
、
共
産
党
内
部
に
も
非
公
式
の
集
団
が
公
式
の
党
組
織
を
横
断
す
る
か
た
ち
で
成
立
し
て
お
り
、
従
来
の
中
央
集
権
的
な
一
枚
岩
の

党
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は
も
は
や
ま
っ
た
く
存
在
し
な
い
。
こ
う
し
た
状
況
に
お
い
て
は
、
ソ
ヴ
ェ
ー
ト
議
長
の
党
第
一
書
記
に
よ
る
兼
任

と
い
う
問
題
は
、
ゴ
ル
パ
チ
ョ
フ
が
こ
の
問
題
を
提
起
し
た
と
ぎ
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
新
た
な
意
味
を
帯
び
て
こ
よ
う
。
す
な
わ
ち
、

複
数
政
党
制
の
下
に
お
い
て
、
第
一
党
が
ソ
ヴ
ェ
ー
ト
の
議
事
運
営
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ヴ
を
掌
握
し
、
閣
僚
会
議
を
組
織
す
る
こ
と
に
な
る

と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
議
院
内
閣
制
の
問
題
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
一
九
九
〇
年
に
、
こ
の
兼
任
の
提
案
が
実
際
に
実
施
さ
れ
る
と
す
る

な
ら
ば
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
が
提
案
し
た
時
点
で
は
予
想
で
き
な
か
っ
た
複
雑
な
状
況
に
お
い
て
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
あ
ら
た
め
て

そ
の
意
味
を
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
（
3
4
）
　
口
℃
脂
誉
矯
一
〇
〇。
o
o
鳩
8
＝
δ
＝
卸
o
・
戯
●

　
（
35
）
　
拙
稿
「
ソ
連
人
民
代
議
員
選
挙
を
め
ぐ
る
諸
問
題
ー
そ
の
制
度
的
側
面
1
（
上
）
」
『
国
防
』
第
三
十
八
巻
第
六
号
（
一
九
八
九
年
六
月
）
、

　
　
二
〇
～
二
二
ぺ
ー
ジ
。

　
（
3
6
）
　
＝
ω
切
Φ
3
堅
月
ズ
尿
コ
O
ρ
一
〇
〇
。
O
｝
2
0
。
一
》
ρ
o。
①
I
o。
S

　
（
3
7
）
　
コ
℃
脂
速
℃
一
〇
〇
。
O
｝
8
蜜
9
。
卸
ρ
一
●
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（
3
8
）
　
た
と
え
ば
、
ソ
連
邦
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
経
済
研
究
所
長
ア
バ
ル
キ
ソ
（
鼻
客
》
9
羨
塁
）
お
よ
び
元
政
治
局
員
候
補
エ
リ
ツ
ィ
ソ
（
切
宰

国
き
員
匡
属
）
の
演
説
を
参
照
せ
よ
（
口
℃
畠
宕
一
一
〇
〇。
O。
｝
ω
O
＝
δ
雷
乞
●
甲
倉
「
百
畠
る
一
一
〇
〇。
。
。
』
頃
δ
彊
矯
ρ
β
）
。

（
3
9
）
　
コ
℃
畠
る
矯
這
o。
o
。
場
㎝
鵠
δ
奮
｝
ρ
ド

（
4
0
）
　
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
、
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
．
た
と
え
ば
第
十
九
回
全
連
邦
党
協
議
会
の
報
告
に
お
い
て
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
「
意
見
の
社
会

主
義
的
プ
ル
！
ラ
リ
ズ
ム
」
（
8
髪
舘
蓉
旨
器
突
湿
…
δ
窓
』
＝
署
臣
窪
轟
V
は
肯
定
し
て
い
る
も
の
の
（
口
冨
畏
黛
這
o。
o

。
い
8
属
δ
話
矯
ρ
ε
、

複
数
政
党
制
（
臣
0
8
旨
℃
罠
辞
9
亭
）
を
肯
定
し
て
は
い
な
い
。
し
か
し
、
党
中
央
委
員
会
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
委
員
会
議
長
で
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
間
題

担
当
の
政
治
局
員
兼
書
記
で
あ
る
メ
ド
ヴ
ェ
ー
ジ
ェ
フ
は
、
一
九
八
八
年
一
〇
月
四
日
、
モ
ス
ク
ワ
に
集
っ
た
社
会
主
義
諸
国
の
社
会
科
学
者
た
ち

　
の
前
で
、
「
人
は
あ
れ
こ
れ
の
社
会
的
、
民
族
的
、
職
業
的
集
合
体
に
属
し
て
お
り
、
一
定
の
利
益
の
代
表
者
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
社
会
主
義
は
、

社
会
の
実
際
的
構
造
、
あ
ら
ゆ
る
社
会
集
団
や
人
々
の
集
合
体
の
利
益
と
志
向
の
多
様
性
を
考
慮
し
た
政
治
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
ら
ね
ば
な
ら
な
い
」

と
指
摘
し
、
「
社
会
主
義
的
プ
ル
ー
ラ
リ
ズ
ム
の
首
尾
よ
い
実
現
に
必
要
な
も
の
は
…
…
第
一
に
、
多
数
の
利
益
を
正
確
か
つ
柔
軟
に
反
映
す
る
よ

う
な
さ
ま
ざ
ま
な
組
織
、
団
体
、
機
関
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
と
改
善
、
第
二
に
、
徹
底
し
た
民
主
化
と
い
う
方
向
で
の
党
の
機
能
と
活
動
方
法

　
の
持
続
的
変
化
で
あ
る
」
と
主
張
し
、
さ
ら
に
、
国
際
問
題
に
関
連
し
て
「
世
界
の
非
社
会
主
義
的
部
分
を
含
む
人
類
全
体
の
経
験
を
切
り
捨
て
て

　
は
な
ら
な
い
」
と
し
．
『
勤
労
者
の
社
会
的
お
よ
び
普
遍
的
民
主
主
義
的
な
成
果
を
守
る
こ
と
を
含
め
て
、
現
代
の
社
会
民
主
主
義
の
実
践
と
そ
の

具
体
的
活
動
を
真
摯
に
捉
え
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
」
と
述
べ
て
お
り
．
複
数
政
党
制
の
承
認
と
も
と
れ
る
発
言
を
行
な
っ
て
い
る
（
口
℃
臣
誉
℃
一
〇
〇。
o。

、

㎝
臭
霊
9
鉾
ρ
ε
。
そ
し
て
、
党
指
導
部
以
外
の
、
つ
ま
り
政
治
局
員
お
よ
び
書
記
以
外
の
．
党
員
や
学
者
た
ち
の
問
で
は
、
複
数
政
党
制
を
肯

定
的
に
論
じ
る
も
の
は
も
は
や
珍
し
く
は
な
い
。

（
4
1
）
　
エ
リ
ツ
ィ
ン
ら
を
中
心
と
す
る
「
地
域
間
（
器
製
需
ヨ
o
器
き
臣
笛
）
グ
ル
ー
プ
」
は
そ
の
代
表
的
な
例
で
あ
り
、
彼
ら
は
、
ソ
連
邦
人
民
代
議
員

大
会
の
院
内
会
派
の
形
態
を
と
っ
て
は
い
る
が
、
エ
リ
ツ
ィ
ソ
自
身
を
含
め
て
共
産
党
員
が
多
く
、
一
種
の
党
内
分
派
と
言
え
、
ま
た
、
彼
ら
自
ら
、

　
「
左
翼
急
進
派
』
を
称
し
て
い
る
（
崖
8
8
ミ
≧
§
。
。
℃
一
Φ
o
。
O
Z
9
認
（
①
＞
轟
塁
げ
）
一
b
㌘
O
山
9
）
。
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第
四
節
　
党
機
構
の
改
革

　
党
機
構
、
と
く
に
党
委
員
会
付
属
部
局
の
削
減
に
関
し
て
、
一
九
八
八
年
五
月
の
党
中
央
委
員
会
総
会
で
承
認
さ
れ
た
「
第
十
九
回
全

連
邦
党
協
議
会
の
た
め
の
テ
ー
ゼ
」
は
．
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
た
。
「
党
機
関
が
、
ソ
ヴ
ェ
ー
ト
そ
の
他
の
国
家
機
関
に
と
っ
て
代
り
、



ゴルバチョフ政権下におけるソ連邦共産党の変化

経
済
・
行
政
管
理
の
当
面
の
課
題
を
自
ら
直
接
に
解
決
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
党
の
基
本
的
機
能
を
果
た
す
上
で
否
定
的
な
影

響
を
与
え
、
党
の
政
治
的
お
よ
び
思
想
的
影
響
力
を
弱
め
、
社
会
発
展
の
多
く
の
問
題
を
先
鋭
化
す
る
結
果
と
な
っ
た
。
－
－
：
〔
そ
れ
ゆ

え
〕
政
治
的
前
衛
と
し
て
の
党
の
役
割
の
向
上
、
な
ら
び
に
党
委
員
会
と
国
家
機
関
、
経
済
機
関
と
の
分
離
を
考
慮
し
て
、
党
付
属
部
局

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
42
）

の
構
造
と
成
員
に
必
要
な
変
更
を
加
え
る
」
。
こ
こ
で
は
、
「
変
更
」
に
つ
い
て
は
述
べ
ら
れ
て
い
て
も
、
「
削
減
」
に
つ
い
て
は
言
及
さ

れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
「
テ
ー
ゼ
」
は
、
中
央
委
員
会
の
「
総
会
と
次
の
総
会
の
あ
い
だ
の
期
間
の
中
央
委
員
の
合
議
作
業
の
新
し
い
形

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
3
）

態
」
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る
が
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
は
具
体
的
に
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
ゴ
ル
バ
チ

ョ
フ
は
、
第
十
九
回
全
連
邦
党
協
議
会
に
お
け
る
報
告
の
中
で
、
「
現
在
の
よ
う
な
、
ソ
連
邦
共
産
党
中
央
委
員
会
付
属
部
局
の
管
理
部

門
別
の
細
分
化
、
お
よ
び
そ
れ
に
対
応
す
る
下
級
党
機
関
の
付
属
部
局
の
細
分
化
を
や
め
、
現
在
の
条
件
下
で
の
党
の
機
能
に
合
わ
せ
て
、

そ
の
構
造
を
立
て
直
し
、
数
を
削
減
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
こ
と
を
明
確
に
主
張
す
る
と
と
も
に
、
「
中
央
委
員
会
内
に
内
外
政
策
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
4
）

も
っ
と
も
重
要
な
方
向
ご
と
に
委
員
会
を
設
け
る
」
と
い
う
提
案
を
行
な
っ
た
。
こ
の
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の
主
張
は
、
第
十
九
回
全
連
邦
党

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
菊
）

協
議
会
の
決
議
に
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
採
用
さ
れ
た
。

　
そ
れ
が
実
行
に
移
さ
れ
た
の
は
、
一
九
八
八
年
九
月
三
十
日
に
開
催
さ
れ
た
党
中
央
委
員
会
総
会
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
こ
の
総
会
の

決
定
は
、
党
指
導
部
の
人
事
異
動
と
党
中
央
の
組
織
改
編
が
主
要
な
も
の
で
あ
っ
た
。
党
中
央
の
組
織
改
編
と
し
て
は
、
ま
ず
第
一
に
、

党
中
央
委
員
会
に
、
①
党
建
設
・
人
事
政
策
問
題
委
員
会
、
②
国
際
政
策
問
題
委
員
会
、
③
イ
デ
オ
・
ギ
ー
委
員
会
、
④
社
会
・
経
済
政

策
問
題
委
員
会
、
⑤
農
業
政
策
問
題
委
員
会
、
⑥
法
律
政
策
問
題
委
員
会
、
の
六
つ
の
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
第
二
に
、
こ
れ
に
関
連
し

て
同
総
会
で
は
、
「
ペ
レ
ス
ト
・
イ
カ
の
深
化
お
よ
び
国
の
政
治
シ
ス
テ
ム
の
改
革
の
実
施
の
条
件
の
も
と
に
お
け
る
党
機
関
の
機
能
の

変
更
を
考
慮
し
て
、
ソ
連
邦
共
産
党
中
央
委
員
会
付
属
部
局
お
よ
び
地
方
党
委
員
会
の
新
し
い
構
造
を
作
り
上
げ
る
実
際
的
措
置
を
実
施

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
6
）

す
る
よ
う
、
ソ
連
邦
共
産
党
中
央
委
員
会
政
治
局
に
委
託
す
る
」
と
の
決
定
が
な
さ
れ
た
。

　
付
属
部
局
の
削
減
に
つ
い
て
は
、
こ
の
党
中
央
委
員
会
総
会
で
は
、
こ
れ
以
上
具
体
的
に
決
定
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
総
会
後
の
メ
ド
ヴ
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エ
ー
ジ
ェ
フ
（
甲
｝
三
Φ
萄
2
旦
政
治
局
員
の
記
者
会
見
で
は
、
党
中
央
委
員
会
付
属
部
局
が
半
分
に
削
減
さ
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
こ
の

措
置
は
各
連
邦
構
成
共
和
国
党
中
央
委
員
会
、
な
ら
び
に
区
お
よ
び
市
党
委
員
会
を
除
く
地
方
党
委
員
会
に
も
一
部
適
用
さ
れ
る
こ
と
、

党
中
央
委
員
会
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
委
員
会
と
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
部
は
従
来
の
宣
伝
部
、
文
化
部
、
科
学
・
教
育
機
関
部
を
母
体
に
し
て
組
織
さ

れ
、
他
の
ケ
ー
ス
で
は
、
従
来
の
部
は
廃
止
さ
れ
る
こ
と
、
こ
の
こ
と
は
具
体
的
な
経
済
部
門
を
担
当
す
る
部
局
に
も
当
て
は
ま
り
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
7
）

れ
ら
の
機
能
は
ソ
連
邦
閣
僚
会
議
お
よ
び
ソ
連
邦
最
高
ソ
ヴ
ェ
ー
ト
と
そ
の
常
任
委
員
会
に
委
譲
さ
れ
る
こ
と
、
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

　
そ
し
て
、
そ
の
後
、
党
中
央
委
員
会
付
属
部
局
は
、
①
党
建
設
・
人
事
活
動
部
、
②
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
部
、
⑥
社
会
・
経
済
部
、
④
農
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
8
）

部
、
⑤
国
防
部
、
⑥
国
家
・
法
部
、
⑦
国
際
部
、
⑧
総
務
部
、
⑨
管
理
部
（
事
務
局
）
、
の
九
部
に
削
減
さ
れ
た
こ
と
が
公
表
さ
れ
た
。
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
9
）

の
際
、
「
党
中
央
委
員
会
付
属
部
局
の
権
限
を
有
す
る
」
（
ソ
連
邦
共
産
党
規
約
第
六
＋
八
条
）
と
さ
れ
る
ソ
ヴ
ェ
ー
ト
陸
海
軍
政
治
総
本
部

に
つ
い
て
は
、
そ
こ
で
は
言
及
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
い
れ
ず
れ
に
せ
よ
、
従
来
、
二
十
一
あ
っ
た
党
中
央
委
員
会
付
属
部
局
は
整
理
統
合

さ
れ
て
半
数
以
下
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
従
来
の
部
局
の
改
称
お
よ
び
統
合
は
ほ
ぼ
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
組

織
・
党
活
動
部
が
党
建
設
・
人
事
活
動
部
に
、
国
防
工
業
部
が
国
防
部
に
、
農
業
・
食
品
工
業
部
が
農
業
部
に
、
行
政
機
関
部
が
国
家
・

法
部
に
、
そ
れ
ぞ
れ
改
称
さ
れ
、
国
際
部
、
社
会
主
義
諸
国
党
連
絡
部
、
海
外
要
員
部
の
三
部
が
国
際
部
に
、
宣
伝
部
、
文
化
部
、
科

学
・
教
育
機
関
部
の
三
部
が
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
部
に
（
こ
れ
は
前
述
の
メ
ド
ヴ
ェ
ー
ジ
ェ
フ
の
記
者
会
見
で
確
認
さ
れ
た
）
、
重
工
業
・
エ
ネ
ル
ギ
i

産
業
部
、
機
械
製
作
部
、
化
学
工
業
部
、
運
輸
・
通
信
部
、
経
済
部
、
軽
工
業
・
国
民
消
費
物
資
部
、
商
業
・
日
常
サ
ー
ヴ
ィ
ス
部
、
建

設
部
の
八
部
が
社
会
・
経
済
部
に
、
そ
れ
ぞ
れ
統
合
さ
れ
た
と
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
総
務
部
、
管
理
部
は
そ
の
ま
ま
存
続
し
た

（
図
1
）
。

　
と
こ
ろ
が
、
先
に
述
べ
た
党
中
央
委
員
会
に
設
置
さ
れ
た
六
つ
の
委
員
会
と
上
記
の
九
部
局
か
ら
な
る
付
属
部
局
と
の
関
係
は
必
ず
し

も
明
確
で
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
長
が
ど
の
委
員
会
の
委
員
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
、
な
ら
び
に
各
委
員
会
お
よ
び
各
部
の

担
当
す
る
問
題
か
ら
考
え
て
、
お
そ
ら
く
党
建
設
・
人
事
政
策
問
題
委
員
会
は
管
理
部
（
事
務
局
）
、
総
務
部
、
党
建
設
・
人
事
活
動
部
、
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璽
　
く
晦
薄
諦
詠
S
丑
滑
S
齢
蕪

罫
醇
初

嘩
融
座

1

｝1

尊
韓
3
淋
加
か
　
　
　
　
　
痔
識
燃
3
讐
釦
　
　
　
　
　
罫
劃
詠
尽

　
　
　
　
　
　
　
　
蜘
　
　
　
麟
　
　
　
蔀

Aへ

謬
　
　
　
鋳
　
　
　
讐

1

て
濤
叢
砦
煕
睡

丑
冷
琳
泣
ゆ

ハ

擁
灘
瑠
・
＞
蝸

嬬
鷺
窪
閲
嚇
加
ゆ

醤
灘
聾
・
＞
蜘
疎
響
雲

l
b
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圖
　
　
　
覇
　
　
　
讐
（

国
溺
羅
黙
謡
蔭

嚇
　
　
加
　
　
か

八

随
嵐
装
砦
爵
綜
汁
ゆ

眠
当
斗
口
凝
ー
嬰

iー
一f

1
べ
当
牌
口
磯
ー

嚇
　
　
抽
　
　
ゆ

洋
ゆ
・
醸
藻
雲
（

1

（

ー
♂

ー

1
洋
ゆ
・
醸
蒙
爆
遷

謡
醐
嚇
迦
ゆ

ー

画
　
　
　
耳
　
　
　
讐

ーi

無
糠
居
黙
謡
薇

琳
　
　
抽
　
　
ゆ

藩
　
　
　
懸
　
　
　
雲

八

！

　
　
　
　
　
　
1

壬
爵
一
鴎
帳
㍍
斤
び
奄
蔚

圖
　
槻
　
・
　
弟
嶺

一

落
密
嬬
黙
謡
醜

購
　
　
釦
　
　
ゆ

（

「

門
■
－

偲
諮
欄
郵
瀞
お
卦
雲

「

島
藩
●
惚
塾
a
榊
伽
需
篤

罫
劃
晋
3
嬰
細
伴
蒋
砂
狽
欝
（
講
蔚
）

　
　
蝸
麟
証

　
　
灘
麟
袈

　
　
醸
蕪
・
擁
疎
轡
嬰

　
　
團
愛
籾

　
　
洋
ゆ
田
黙
裂
囲
睡
晦
叢
製

　
　
鞍
享
矯
迦
喪

　
　
岡
煎
誓

　
　
狩
訣
雲

　
　
軍
牌
・
蝉
職
踏
圏
雲

　
　
圖
H
緯
・
ド
凶
、
マ
凝
ー
煕
淋
雲

　
　
藤
憲
婁
虞
罰

　
　
歯
韓
H
淋
壁
い

　
　
嵐
欝
・
愚
煎
裏

　
　
醸
錬
製

　
　
綴
H
懸
・
圖
峯
凝
躍
曹
燐
嵩

　
　
颪
舞
・
ロ
詠
寸
ー
q
，
眠
メ
袈

　
　
韓
難
嬰

　
　
圖
耳
H
淋
雲

　
　
畑
鯨
・
瀞
塾
H
緑
雲

　
　
識
居
藤
圏
嶺

　
　
螺
驚
欄
舜
瀞
お
卦
雲
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の
三
部
局
を
．
国
際
政
策
問
題
委
員
会
は
国
際
部
を
．
イ
デ
オ
・
ギ
ー
委
員
会
は
イ
デ
オ
・
ギ
ー
部
を
．
社
会
・
経
済
政
策
問
題
委
員
会

は
社
会
・
経
済
部
を
、
農
業
政
策
問
題
委
員
会
は
農
業
部
を
、
法
律
政
策
問
題
委
員
会
は
国
家
・
法
部
を
、
そ
れ
ぞ
れ
監
督
す
る
立
場
に
あ

る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
国
防
部
を
監
督
す
る
の
が
ど
の
委
員
会
で
あ
る
の
か
不
明
で
あ
る
が
、
国
防
部
長
ベ
リ
ャ
コ
フ
（
ρ
O
望
』
美
8
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
0
）

は
か
つ
て
付
属
部
局
と
し
て
存
在
し
て
い
た
国
防
工
業
部
の
部
長
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
軍
事
の
専
門
家
と
い
う
よ
り
は
工
業

の
専
門
家
で
あ
る
と
い
う
性
格
が
強
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
、
国
防
部
は
社
会
・
経
済
政
策
問
題
委
員
会
に
よ
っ
て
監
督
さ
れ
る
立
場

に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
ソ
ヴ
ェ
ー
ト
陸
海
軍
政
治
総
本
部
は
、
上
記
九
つ
の
付
属
部
局
と
は
若
干
性
格
を
異
に
し
、
同
列
に
扱

わ
れ
て
は
い
な
い
が
、
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
党
規
約
上
は
中
央
委
員
会
付
属
部
局
の
権
限
を
持
っ
て
お
り
、
部
長
リ
ジ
チ
ェ
フ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
1
）

（
》
戸
誉
ω
玉
旦
は
法
律
政
策
問
題
委
員
会
の
委
員
で
あ
る
の
で
、
こ
の
委
員
会
の
監
督
を
受
け
る
立
場
に
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

　
一
方
、
地
方
党
委
員
会
に
お
け
る
付
属
部
局
の
削
減
に
つ
い
て
は
．
　
一
九
八
八
年
九
月
十
日
に
党
中
央
委
員
会
政
治
局
が
次
の
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
2
）

な
具
体
的
決
定
を
行
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
．
連
邦
構
成
共
和
国
党
中
央
委
員
会
、
な
ら
び
に
辺
区
お
よ
び
州
の
党
委
員
会
は
、
①
組

織
・
党
人
事
活
動
部
、
②
イ
デ
オ
・
ギ
ー
部
、
③
社
会
・
経
済
部
、
④
農
業
部
、
⑤
国
家
・
法
部
、
⑥
総
務
部
、
⑦
管
理
部
を
、
ま
た
市

お
よ
び
地
区
の
党
委
員
会
は
、
原
則
と
し
て
、
①
組
織
部
、
②
イ
デ
オ
・
ギ
ー
部
、
③
総
務
部
（
文
書
局
）
を
持
つ
が
、
と
く
に
大
工
業

地
帯
の
市
党
委
員
会
は
社
会
・
経
済
発
展
部
を
、
ま
た
大
農
業
地
区
の
党
委
員
会
は
農
業
部
を
持
つ
こ
と
と
さ
れ
た
。
ま
た
、
連
邦
構
成

共
和
国
党
中
央
委
員
会
、
な
ら
び
に
辺
区
お
よ
び
州
の
党
委
員
会
の
書
記
は
五
人
以
下
、
市
お
よ
び
地
区
の
党
委
員
会
の
書
記
は
三
人
以

下
と
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
す
べ
て
の
レ
ヴ
ェ
ル
の
党
委
員
会
で
産
業
部
門
別
の
部
局
を
廃
止
す
る
も
の
と
さ
れ
た
。
地
方
党
委
員
会
が
従

来
ど
の
よ
う
な
付
属
部
局
を
持
っ
て
い
た
か
は
、
そ
の
地
域
の
産
業
の
特
性
に
応
じ
て
一
様
で
は
な
い
の
で
、
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
い

部
分
も
あ
る
が
、
州
レ
ヴ
ェ
ル
の
党
委
員
会
に
は
、
一
般
に
、
総
務
部
、
組
織
・
党
活
動
部
、
宣
伝
・
扇
動
部
、
工
業
・
運
輸
部
、
軽
工

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
53
）

業
・
食
品
工
業
部
、
建
設
部
、
科
学
・
教
育
機
関
部
、
農
業
部
、
行
政
・
商
業
・
財
政
機
関
部
、
財
務
・
経
済
部
な
ど
が
あ
り
、
ま
た
地

区
レ
ヴ
ェ
ル
の
党
委
員
会
に
は
、
総
務
部
、
組
織
部
（
文
書
局
）
、
工
業
・
運
輸
部
（
農
業
地
帯
で
は
農
業
部
）
、
宣
伝
・
扇
動
部
（
政
治
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辞
）

教
育
局
）
な
ど
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
．
し
た
が
っ
て
、
地
区
レ
ヴ
ェ
ル
は
と
も
か
く
．
州
レ
ヴ
ェ
ル
の
党
委
員
会
で
は
、
確
か
に
産
業
部

門
別
の
部
局
を
廃
止
す
る
こ
と
で
、
党
委
員
会
の
付
属
部
局
が
簡
素
化
さ
れ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
る
ま
い
。

　
以
上
の
よ
う
な
党
機
構
の
改
革
を
実
施
す
る
こ
と
が
、
た
だ
ち
に
、
第
十
九
回
全
連
邦
党
協
議
会
の
「
テ
ー
ゼ
」
、
書
記
長
報
告
、
決

議
な
ど
に
お
い
て
再
三
再
四
主
張
さ
れ
て
い
た
党
機
関
に
よ
る
国
家
機
関
の
機
能
の
「
代
行
」
を
廃
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
は
言
え
な

い
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
党
機
構
の
改
革
を
実
施
し
て
い
る
以
上
、
現
在
の
ソ
連
邦
共
産
党
の
指
導
部
が
、
単

な
る
ス
胃
ー
ガ
ン
で
は
な
く
、
真
剣
に
こ
の
「
代
行
」
の
禁
止
の
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
実
際
、

党
委
員
会
の
付
属
部
局
の
機
能
を
縮
小
し
、
党
が
、
こ
ま
ご
ま
と
し
た
行
政
的
業
務
を
「
代
行
」
せ
ず
に
、
党
本
来
の
機
能
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
人
材
の
育
成
と
適
切
な
配
置
、
長
期
的
な
政
策
の
立
案
、
啓
蒙
宣
伝
、
種
々
の
企
業
、
国
家
機
関
そ
の
他
の
社
会
団
体
の
縦
お

よ
び
横
方
向
で
の
人
材
と
情
報
の
流
通
と
い
っ
た
こ
と
が
ら
に
専
念
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
む
し
ろ
現
在
の
状
況
で
は
党

に
と
っ
て
ぜ
ひ
必
要
な
こ
と
な
の
で
あ
る
。

パ　　パ　　パ　　パ　　パ
46　45　44　43　42
）　　）　　）　　）　　）就

任
し
た
（
↓
窪
※
ρ
）
．

政
策
問
題
委
員
会
、

兼
書
記
、

か
ガ
チ
ョ
フ
（
国
・

た
だ
し
、

い
う
こ
と
が

コ
℃
拐
誉
℃
這
o。
o

。
リ
ミ
臣
卸
ρ
ド

↓
薗
竃
襲
O
●

口
℃
鎚
岩
｝
一
〇
〇。
o

。
一
8
＝
δ
田
℃
ρ
9

コ
℃
脂
宕
一
這
o。
o
。
一
㎝
＝
δ
堅
矯
o
●
ド

「
な
諾
恕
二
。
o。
o

。
一
一
〇
腎
＆
冨
℃
9
ピ
な
お
、
新
た
に
設
置
さ
れ
た
委
員
会
の
議
長
に
は
、
以
下
の
と
お
り
い
ず
れ
も
党
中
央
委
員
会
書
記
が

　
　
　
　
　
　
　
①
党
建
設
・
人
事
政
策
問
題
委
員
会
、
議
長
ラ
ズ
モ
フ
ス
キ
ー
（
戸
罫
評
署
o
零
臣
陣
）
政
治
局
員
候
補
兼
書
記
、
②
国
際

　
　
　
　
　
議
長
ヤ
コ
ヴ
レ
フ
（
＞
・
寡
涛
o
田
畠
）
政
治
局
員
兼
書
記
、
③
イ
デ
オ
・
ギ
ー
委
員
会
、
議
長
メ
ド
ヴ
ェ
ー
ジ
ェ
フ
政
治
局
員

　
　
④
社
会
・
経
済
政
策
問
題
委
員
会
、
議
長
ス
リ
ュ
ニ
コ
フ
（
昌
罫
9
δ
＝
霞
畠
）
政
治
局
員
兼
書
記
、
⑤
農
業
政
策
問
題
委
員
会
、
議
長

　
　
　
　
　
零
』
＝
召
港
切
）
政
治
局
員
兼
書
記
、
⑥
法
律
政
策
問
題
委
員
会
、
議
長
チ
ェ
ブ
リ
コ
フ
（
甲
3
8
9
美
8
）
政
治
局
員
兼
書
記
．

　
　
農
業
政
策
問
題
委
員
会
に
だ
け
副
議
長
の
ポ
ス
ト
が
あ
り
、
そ
れ
に
は
ニ
コ
ノ
フ
（
甲
P
エ
葵
畠
8
）
政
治
局
員
兼
書
記
が
就
任
し
た
と

　
　
、
、
各
委
員
会
の
委
員
を
決
定
し
た
一
九
八
八
年
十
一
月
二
十
八
日
の
党
中
央
委
員
会
総
会
決
定
に
よ
っ
て
判
明
し
た
ー
（
コ
窓
呂
辞
ご
o。
o。

．
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8
き
頴
9
卸
9
ε
。

（
4
7
）
　
『
R
P
ソ
連
ニ
ュ
ー
ス
』
第
三
四
〇
四
号
（
一
九
八
八
年
一
〇
月
一
日
）
、
B
1
1
．

（
4
8
）
　
寓
ω
器
3
塁
ニ
ズ
ズ
ロ
O
ρ
這
o
。
P
Z
9
一
も
・
。
。
9
な
お
、
各
部
の
部
長
は
以
下
の
と
お
り
（
↓
寒
羨
ε
．
①
党
建
設
・
人
事
活
動
部
、
部
長
ラ

ズ
モ
フ
ス
キ
！
政
治
局
員
候
補
兼
書
記
、
②
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
部
、
部
長
カ
プ
ト
（
》
○
浮
目
o
）
、
③
社
会
・
経
済
部
、
部
長
シ
ム
コ
（
甲
写

目
国
莫
o
）
、
④
農
業
部
、
部
長
ス
キ
バ
（
耳
零
O
堅
9
）
、
⑤
国
防
部
、
部
長
ベ
リ
ャ
コ
フ
、
⑥
国
家
・
法
部
、
部
長
パ
ヴ
・
フ
（
》
ρ
評
圏
畠
）
、

⑦
国
際
部
、
部
長
フ
ァ
ー
リ
ン
（
騨
罫
臼
碧
莞
）
、
⑧
総
務
部
、
部
長
ボ
ル
ジ
ン
（
甲
罫
野
長
塁
）
、
⑨
管
理
部
、
部
長
ク
ル
チ
ナ
（
罫
国
否
釜
臣
帥
）
。

（
4
9
）
　
寄
♂
国
ズ
皇
言
望
塁
3
釜
9
さ
訟
冨
笥
雪
0
8
雪
突
0
3
9
臣
勲
望
話
8
製
幕
＝
図
図
≦
一
9
Φ
駕
o
竃
ス
コ
O
O
三
‘
口
o
自
罠
ω
恕
」

一
。
o

。
9
9
墜
な
お
、
ソ
連
邦
共
産
党
規
約
の
全
訳
な
ら
び
に
旧
規
約
と
の
異
同
お
よ
び
解
説
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
新
『
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
共
産
党

規
約
』
1
旧
規
約
と
の
異
同
と
そ
の
意
味
ー
（
上
）
、
（
中
）
、
（
下
）
」
『
国
防
』
第
三
十
五
巻
第
十
二
号
（
一
九
八
六
年
十
二
月
）
、
第
三
十
六
巻

　
第
一
号
（
一
九
八
七
年
一
月
）
、
第
二
号
（
二
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

ハ　　　　　　　パ　　パ　　パ　　パ

睾社馨馨包聾＞
目
①
昌
卸
q
5
≦
宮
℃
一
〇
〇。
一
）
｝
℃

＝
ω
器
3
臣
月
ス
ズ
コ
O
ρ
一
〇
〇
。
O
｝
Z
9
鱒
9
㎝
一
●

コ
℃
お
恕
噛
這
o。
o
。
一
8
＝
o
国
9
凶
、
δ
●
ド

＝
ω
零
3
蓋
灯
ズ
ズ
コ
O
ρ
一
〇
〇
。
P
2
9
一
”
ρ
o。
8

＝
o
葭
望
器
突
。
。
笛
o
℃
召
臣
ω
。
量
国
∩
畠
零
突
o
『
o
o
α
月
o
。
目
的
●
三
‘
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第
二
章
　
ソ
連
邦
共
産
党
の
成
員
に
お
け
る
変
化

　
第
一
章
に
お
い
て
は
、
主
と
し
て
そ
の
制
度
的
な
改
革
を
中
心
と
し
て
ソ
連
邦
共
産
党
の
変
化
に
つ
い
て
論
じ
て
き
た
。
言
う
ま
で
も

な
く
、
制
度
の
改
革
は
、
あ
る
目
的
を
持
っ
て
意
図
的
、
計
画
的
に
行
な
う
も
の
で
あ
る
．
そ
れ
に
対
し
て
、
こ
の
章
で
明
ら
か
に
し
よ

う
と
す
る
、
ソ
連
邦
共
産
党
の
成
員
に
お
け
る
変
化
と
い
う
も
の
は
、
意
図
的
、
計
画
的
に
行
な
わ
れ
た
結
果
と
い
う
よ
り
は
、
自
然
に



変
化
し
た
結
果
と
い
う
色
彩
が
強
い
．
と
は
い
え
．
後
で
見
る
よ
う
に
、
そ
こ
に
は
、
や
は
リ
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
政
権
下
に
お
い
て
進
め
ら

れ
て
い
る
ペ
レ
ス
ト
・
イ
カ
の
一
つ
の
方
向
性
と
い
う
も
の
が
反
映
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
変
化
は
、
制
度
改
革
に
よ
る
党
の
変
化
と
は
ま

っ
た
く
異
な
る
意
味
で
、
重
大
な
影
響
を
党
全
体
に
も
た
ら
さ
ざ
る
を
得
な
い
．
そ
の
意
味
で
、
ソ
連
邦
共
産
党
の
変
化
を
論
ず
る
場
合

に
看
過
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
問
題
で
あ
る
．

ゴルバチョフ政権下におけるソ連邦共産党の変化

　
第
一
節
第
二
十
六
回
お
よ
び
第
二
十
七
回
党
大
会
と
第
十
九
回
全
連
邦
党
協
議
会
の
代
議
員
の
職
種
別
構
成
の
比
較

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
5
）

　
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
、
一
九
八
八
年
六
月
に
、
四
十
七
年
ぶ
り
に
全
連
邦
党
協
議
会
を
開
催
し
た
。
全
連
邦
党
協
議
会
の
開
催
は
．
一
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
6
）

八
七
年
一
月
の
党
中
央
委
員
会
総
会
に
お
い
て
政
治
局
に
よ
っ
て
提
案
さ
れ
、
同
年
六
月
の
党
中
央
委
員
会
総
会
に
お
い
て
、
「
①
第
二

十
七
回
党
大
会
決
定
の
遂
行
状
況
、
第
十
二
次
五
ヵ
年
計
画
前
半
の
成
果
お
よ
び
ペ
レ
ス
ト
・
イ
カ
の
プ
ロ
セ
ス
を
深
め
る
上
で
の
党
組

織
の
課
題
、
②
党
、
社
会
生
活
の
い
っ
そ
う
の
民
主
化
の
た
め
の
措
置
」
を
課
題
と
し
、
一
九
八
八
年
六
月
二
十
八
日
か
ら
開
催
す
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
7
）

と
、
代
議
員
の
選
出
手
続
き
な
ど
が
決
定
さ
れ
た
。

　
そ
れ
で
は
、
そ
の
一
九
八
七
年
六
月
の
党
中
央
委
員
会
総
会
決
定
に
よ
る
第
十
九
回
全
連
邦
党
協
議
会
の
代
議
員
選
出
手
続
き
に
関
す

る
公
式
の
規
定
を
見
て
み
よ
う
。
そ
の
決
定
に
よ
れ
ば
、
ま
ず
、
代
議
員
は
、
党
員
三
、
七
八
○
名
に
つ
き
一
名
の
割
合
で
選
出
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
九
八
八
年
一
月
一
日
現
在
の
党
員
数
は
、
党
員
お
よ
び
党
員
候
補
の
合
計
で
一
、
九
四
六
万
八
、
七
四
六
名
で
あ

（
5
8
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
9
）

る
か
ら
、
代
議
員
総
数
は
約
五
、
○
○
○
名
と
な
る
。
こ
れ
は
、
第
二
十
七
回
党
大
会
と
ほ
ぼ
同
一
の
規
模
で
あ
る
。
そ
し
て
、
全
連
邦

党
協
議
会
の
代
議
員
選
挙
は
、
連
邦
構
成
共
和
国
党
中
央
委
員
会
、
辺
区
お
よ
び
州
の
党
委
員
会
の
総
会
で
秘
密
投
票
に
よ
っ
て
行
な
わ

れ
る
と
規
定
さ
れ
た
が
、
と
く
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
白
ロ
シ
ヤ
、
ウ
ズ
ベ
ク
、
カ
ザ
フ
各
連
邦
構
成
共
和
国
に
お
い
て
は
、
州
党
委
員
会
総

会
で
選
挙
が
行
な
わ
れ
る
と
規
定
さ
れ
た
。
そ
し
て
さ
ら
に
、
そ
の
代
議
員
の
選
出
は
、
一
九
八
八
年
の
四
～
五
月
に
行
な
わ
れ
る
と
規

定
さ
れ
た
。
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こ
の
よ
う
に
．
一
九
八
七
年
六
月
の
党
中
央
委
員
会
総
会
決
定
に
よ
れ
ば
、
全
連
邦
党
協
議
会
の
代
議
員
は
、
辺
区
お
よ
び
州
の
党
委

員
会
総
会
あ
る
い
は
連
邦
構
成
共
和
国
党
中
央
委
員
会
総
会
と
い
う
か
な
り
上
級
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
選
出
さ
れ
る
と
規
定
さ
れ
た
わ
け
だ
が
、

も
ち
ろ
ん
実
際
に
は
、
い
き
な
り
そ
の
よ
う
な
上
級
レ
ヴ
ェ
ル
で
選
出
が
行
な
わ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
辺
区
お
よ
び
州
の
党
委
員
会
総

会
あ
る
い
は
連
邦
構
成
共
和
国
党
中
央
委
員
会
総
会
で
最
終
的
に
代
議
員
が
決
定
さ
れ
る
と
し
て
も
、
そ
の
前
に
．
よ
り
下
級
の
レ
ヴ
ェ

ル
、
す
な
わ
ち
初
級
党
組
織
お
よ
び
地
区
党
組
織
に
お
い
て
代
議
員
候
補
の
推
薦
が
行
な
わ
れ
た
。
そ
う
し
た
下
級
レ
ヴ
ェ
ル
で
の
全
連

邦
党
協
議
会
代
議
員
の
推
薦
の
模
様
を
伝
え
る
記
事
が
新
聞
な
ど
に
掲
載
さ
れ
た
が
、
そ
れ
ら
を
見
る
と
、
大
衆
党
員
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
民

主
的
な
雰
囲
気
の
中
で
積
極
的
な
討
論
が
行
な
わ
れ
、
上
級
機
関
が
あ
ら
か
じ
め
決
め
ら
れ
た
候
補
者
を
押
し
付
け
よ
う
と
す
る
こ
と
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
60
）

対
し
て
反
発
を
示
し
た
り
、
抵
抗
し
た
り
す
る
様
子
、
ま
た
、
世
論
や
大
衆
党
員
の
意
志
に
推
薦
の
結
果
が
そ
ぐ
わ
な
い
と
い
う
こ
と
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
1
）

党
中
央
の
指
示
に
よ
っ
て
推
薦
を
や
り
直
し
た
り
し
た
事
実
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　
か
く
し
て
、
第
十
九
回
全
連
邦
党
協
議
会
代
議
員
の
社
会
的
構
成
を
最
近
の
党
大
会
の
そ
れ
と
比
較
し
て
み
る
と
、
や
は
り
、
ペ
レ
ス

ト
ロ
イ
カ
の
条
件
下
で
の
そ
う
し
た
代
議
員
の
選
出
過
程
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
動
き
を
反
映
し
て
、
か
な
り
き
わ
だ
っ
た
特
徴
が
浮
か
び

上
が
っ
て
く
る
（
表
－
）
。
そ
れ
ぞ
れ
の
大
会
で
分
類
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
若
干
異
な
る
の
で
比
較
し
づ
ら
い
が
、
や
は
り
今
回
の
全
連
邦
党

協
議
会
に
お
い
て
顕
著
な
の
は
．
い
わ
ゆ
る
学
者
・
文
化
人
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
含
ま
れ
る
代
議
員
数
の
増
大
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
第
二
十
六
回
党
大
会
で
は
「
学
者
．
作
家
、
芸
術
家
、
医
師
、
教
師
、
俳
優
な
ど
」
は
一
括
し
て
二
六
九
名
（
五
・
四
％
）
で
あ
っ

た
。
次
い
で
、
第
二
十
七
回
党
大
会
で
は
、
「
学
者
・
高
等
教
育
機
関
勤
務
者
」
が
一
一
四
名
（
二
・
三
％
）
、
「
作
家
、
芸
術
家
、
医
師
、

教
師
、
俳
優
、
マ
ス
コ
ミ
関
係
者
な
ど
」
が
一
五
六
名
（
三
・
一
％
）
で
あ
り
、
両
方
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
合
わ
せ
る
と
二
七
〇
名
（
五
．
四
％
）

と
な
り
、
驚
く
べ
き
こ
と
に
第
二
十
六
回
党
大
会
と
ほ
ぽ
同
数
の
学
者
・
文
化
人
が
代
議
員
と
し
て
選
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
五
年
を
隔
て
た
両
党
大
会
の
こ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
代
議
員
数
の
一
致
は
、
党
大
会
代
議
員
選
出
過
程
に
お
け
る
代
議
員
の
社
会
的
構

成
に
対
す
る
作
為
の
存
在
を
う
か
が
わ
せ
る
。
こ
の
代
議
員
の
社
会
的
構
成
に
対
す
る
作
為
は
、
ソ
連
邦
最
高
ソ
ヴ
ェ
ー
ト
を
含
め
て
人

172



ゴルバチョフ政権下におけるソ連邦共産党の変化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蕊
）

民
代
議
員
ソ
ヴ
ェ
ー
ト
の
代
議
員
選
挙
に
お
い
て
も
行
な
わ
れ
て
お
り
．
そ
の
こ
と
に
対
し
て
ソ
連
の
学
者
自
身
が
批
判
し
て
い
る
が
、

こ
の
作
為
が
党
大
会
代
議
員
選
挙
な
ど
に
際
し
て
も
行
な
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
作
為
は
今
回
の
全
連
邦
党
協
議
会
代
議
員
選

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
3
）

挙
に
お
い
て
も
行
な
わ
れ
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
今
回
の
全
連
邦
党
協
議
会
で
の
学
者
・
文
化
人
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、
従
来
よ
り
も
細
分
化
さ
れ
た
が
、
「
学
術
・
芸
術
分

野
の
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
ツ
ィ
ヤ
」
四
三
六
名
（
八
・
七
％
）
、
「
マ
ス
コ
ミ
関
係
者
」
四
三
名
（
○
・
九
％
）
と
な
っ
て
お
り
、
両
方
の
カ
テ
ゴ
リ

ー
を
合
わ
せ
る
と
四
七
九
名
（
九
・
六
％
）
と
な
る
．
こ
の
数
字
は
、
前
二
回
の
党
大
会
の
学
者
・
文
化
人
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
代
議
員
数
の

ほ
ぼ
一
・
八
倍
と
な
る
。
こ
の
こ
と
は
非
常
に
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。
学
者
・
文
化
人
が
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
の
主
要
な
担
い
手
あ
る
い
は

支
持
者
で
あ
る
と
見
ら
れ
て
い
る
が
、
も
し
そ
う
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
代
議
員
の
中
に
占
め
る
学
者
・
文
化
人
の
比
率
が
倍
増
し
た

こ
と
は
、
大
い
に
重
視
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
学
者
、
文
化
人
の
す
べ
て
が
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
積
極
支
持
派
と
は
限
ら
な
い

が
、
全
体
的
傾
向
と
し
て
は
、
や
は
り
学
者
・
文
化
人
が
、
ペ
レ
ス
ト
官
イ
カ
積
極
支
持
派
の
温
床
で
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
そ

れ
ゆ
え
、
こ
の
学
者
・
文
化
人
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
人
数
の
倍
増
は
、
一
部
で
報
道
さ
れ
た
の
と
は
異
な
り
、
「
改
革
派
」
が
代
議
員
選
出

過
程
で
敗
北
し
た
の
で
は
な
い
こ
と
の
一
つ
の
証
左
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

　
さ
て
、
学
者
・
文
化
人
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
代
議
員
数
の
増
大
し
た
分
、
ど
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
代
議
員
数
が
減
少
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

カ
テ
ゴ
リ
ー
区
分
の
あ
い
ま
い
さ
の
た
め
に
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
が
、
だ
い
た
い
の
と
こ
ろ
、
「
労
働
者
」
、
「
ソ
ヴ
ェ
ー
ト
、
労
働

組
合
、
コ
ム
ソ
モ
ー
ル
の
機
関
の
勤
務
員
」
、
「
ソ
連
邦
最
高
ソ
ヴ
ェ
ー
ト
、
連
邦
構
成
共
和
国
と
自
治
共
和
国
の
最
高
ソ
ヴ
ェ
ー
ト
．
地

方
人
民
代
議
員
ソ
ヴ
ェ
ー
ト
の
代
議
員
」
な
ど
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
属
す
る
代
議
員
数
が
減
少
し
て
い
る
。
総
合
的
に
判
断
す
る
と
、
省
庁

の
中
間
レ
ヴ
ェ
ル
の
官
僚
、
党
お
よ
び
そ
の
他
の
組
織
の
付
属
部
局
の
職
員
層
が
減
少
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
．
も
し
そ
う
だ

と
す
れ
ば
、
省
庁
の
官
僚
層
や
党
そ
の
他
の
組
織
の
付
属
部
局
の
職
員
層
は
、
官
僚
主
義
の
温
床
と
な
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
官

僚
主
義
も
し
く
は
保
守
的
官
僚
層
の
打
破
と
い
う
点
で
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の
ね
ら
い
に
沿
っ
た
結
果
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
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か
く
し
て
、
ソ
連
邦
共
産
党
は
、
全
体
と
し
て
、
省
庁
の
中
間
レ
ヴ
ェ
ル
の
官
僚
、
党
お
よ
び
そ
の
他
の
組
織
の
付
属
部
局
の
職
員
層
、

す
な
わ
ち
機
関
党
員
も
し
く
は
専
従
党
員
中
心
の
党
か
ら
、
別
の
タ
イ
プ
の
党
へ
と
変
化
し
つ
つ
あ
る
傾
向
が
出
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
ツ
ィ
ヤ
中
心
の
党
に
な
り
つ
つ
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
確
か
に
、
こ
こ
で
見
た
最
近
の
党
大
会
と
第
十
九
回

全
連
邦
党
協
議
会
の
代
議
員
の
社
会
的
構
成
の
比
較
に
お
い
て
は
、
そ
う
し
た
傾
向
が
出
て
い
る
。
し
か
し
、
実
は
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
ツ
ィ

ヤ
だ
け
が
党
内
で
勢
力
を
増
し
て
い
る
の
で
は
な
い
こ
と
を
示
す
別
の
資
料
が
あ
る
。
次
節
で
そ
れ
を
見
て
み
よ
う
。

（
5
5
）
前
回
の
第
十
八
回
全
連
邦
党
協
議
会
、
正
式
に
は
全
連
邦
共
産
党
（
ボ
）
第
十
八
回
協
議
会
は
、
一
九
四
一
年
二
月
十
五
目
か
ら
二
十
日
に
か

け
て
開
催
さ
れ
た
（
民
口
O
O
切
℃
8
9
δ
唇
美
＝
需
目
①
臣
美
串
8
＞
8
｝
さ
＝
骨
℃
窪
員
思
＝
ヨ
Φ
塁
竃
8
月
界
＝
ω
》
O
－
o
ρ
↓
o
罫
S
ρ

　
一
〇
ω
●
）
。

パ　　　ハ　　ハ　　パ　　　ハ

60　59　58　57　56
）　　　）　　）　　）　　）

　一〇〇〇

〇Q

　
1
区
に
お
け
る
代
議
員
候
補
の
推
薦
（
き
＆
こ
マ

（
6
1
）

（
6
2
）

　
9
蒔

（
6
3
）
　
た
と
え
ば
、
そ
の
こ
と
は
、
注
（
6
0
）
の
ヴ
ォ
ル
ガ
自
動
車
工
場
に
お
け
る
代
議
員
候
補
の
推
薦
過
程
で
の
ト
リ
ア
ッ
チ
市
党
委
員
会
第
一
書
記

　
の
発
言
か
ら
も
う
か
が
え
る
（
ミ
8
8
ミ
≧
§
。
。
㍉
O
o。
c

。
鳩
Z
9
器
（
諺
竃
塁
）
い
づ
や
o。
－
P
）
．

口
℃
畠
＞
9
。
℃
一
〇
〇〇
8
ω
O
国
臣
9。
冨
噂
o
●
一
●

口
窓
切
＞
自
。
℃
一
〇
〇
。
8
曽
国
δ
＝
卸
9
一
●

口
℃
雷
岩
矯
一
〇
〇。
o
o
讐
置
9。
目
℃
g
識
い
9
一
。

口
短
畏
貸
一
〇
〇。
9
邸
o
。
O
g
℃
舘
国
堕
ρ
9

た
と
え
ば
、
ロ
シ
ヤ
共
和
国
ク
イ
ブ
ィ
シ
ェ
フ
州
ト
リ
ア
ヅ
チ
市
の
ヴ
ォ
ル
ガ
自
動
車
工
場
に
お
け
る
代
議
員
候
補
の
推
薦
（
崖
8
8
ミ
寒
§
）

客
9
8
（
賠
冒
亀
y
箸
・
o。
φ
）
、
モ
ス
ク
ワ
大
学
に
お
け
る
代
議
員
候
補
の
推
薦
（
ま
＆
・
も
マ
o
。
－
ε
．
モ
ス
ク
ワ
市
ス
ヴ
ェ
ル
ド
・
フ
ス
キ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
。
●
）
な
ど
の
例
を
参
照
せ
よ
。

モ
ス
ク
ワ
市
党
委
員
会
総
会
に
お
け
る
代
議
員
の
選
出
の
例
（
口
窓
畏
薗
・
一
〇
〇。
o
。
」
＝
δ
臣
・
ρ
ド
）
。

9
短
9
目
畠
”
，
q
浮
曾
9
冨
』
ぴ
器
識
民
婁
目
臣
翰
暑
慧
＝
ε
g
3
畢
l
O
8
①
↓
突
8
8
2
召
ヌ
旨
o
翻
弓
笛
国
ρ
這
。
。
S
Z
9
温
一
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　　　表2　第1期ソ連邦人民代議員大会代議員（1989年3月26日～選出）および

　　　　　　ソ連邦最高ソヴ●エート代議員（1984年3月4日選出）の社会的構成

男性 女性
党員・

党員似補
非党員

コムソ

モール員
労働者

コルホ

ーズ員

30歳以

下の者
更新率

ソ連邦人民

代議員大会

候袖者A

当選者B

84．4

84．3

15．6

15．7

85．3

87．0

14．7

13．0

3．4

5．9

25．2

18．6q

12．0
11．2参1

一
8
．3

一
8
8，1．2

ソ連邦最高ソヴェートc 67．2 32．8 71．4 28．6 15．0 35．2 16．1 22．1 58．9

（単位％、一は資料なし。中央選挙管理委員会報告に基づいて作成）

注　：＊1　3月26日の投票で当選した代議員（計1，958名）のみの資料による比率。

　　　＊2　これまでにソ連邦最高ソヴェート代議員になったことのない者の比率。

出典：AApryMe㎜⊃1盟Φ躍Tb1，1989，No12（25－3D～apTa），c、1；BH3BecTH∬，1989，5anp㎝ちc．11crlpaBユa，1934，7

　　　MaPTa，Cユ，

　
第
二
節
　
従
来
の
ソ
連
邦
最
高
ソ
ヴ
ェ
ー
ト
と
新
設
の
ソ
連
邦
人
民
代
議
員
大
会
の

　
　
　
　
　
代
議
員
の
職
種
別
構
成
の
比
較

　
新
し
い
選
挙
法
の
も
と
で
行
な
わ
れ
た
比
較
的
に
民
主
的
な
選
挙
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
た
ソ

連
邦
の
新
し
い
最
高
国
家
権
力
機
関
で
あ
る
第
一
期
ソ
連
邦
人
民
代
議
員
大
会
の
代
議
員
（
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
餌
）

九
八
九
年
三
月
二
十
六
目
～
選
出
）
と
、
そ
れ
以
前
ま
で
最
高
国
家
権
力
機
関
で
あ
っ
た
第
十
一
期

ソ
連
邦
最
高
ソ
ヴ
ェ
ー
ト
代
議
員
（
一
九
八
四
年
三
月
四
日
選
出
）
の
社
会
的
構
成
と
を
、
中
央
選

挙
管
理
委
員
会
発
表
の
資
料
に
よ
っ
て
比
較
し
た
の
が
、
表
2
で
あ
る
．
ま
た
、
こ
こ
十
五
年

ほ
ど
の
あ
い
だ
の
ソ
連
邦
最
高
ソ
ヴ
ェ
ー
ト
代
議
員
の
社
会
的
構
成
と
、
ソ
連
邦
人
民
代
議
員

大
会
の
代
議
員
の
社
会
的
構
成
と
を
、
代
議
員
資
格
審
査
委
員
会
発
表
の
資
料
に
よ
っ
て
比
較

し
た
の
が
、
表
3
で
あ
る
。
ま
た
、
第
十
一
期
ソ
連
邦
最
高
ソ
ヴ
ェ
ー
ト
、
第
一
期
ソ
連
邦
人

民
代
議
員
大
会
、
新
ソ
連
邦
最
高
ソ
ヴ
ェ
ー
ト
の
そ
れ
ぞ
れ
の
代
議
員
の
社
会
的
構
成
を
比
較

し
た
の
が
表
4
で
あ
る
。
さ
て
、
第
一
期
ソ
連
邦
人
民
代
議
員
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
エ
ク
ス
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
65
）

オ
フ
ィ
シ
オ
・
メ
ン
バ
ー
（
霞
。
浮
一
。
幕
暮
包
の
中
核
を
な
し
て
い
た
党
機
関
の
勤
務
員
の
比

率
が
、
こ
れ
ま
で
の
ソ
連
邦
最
高
ソ
ヴ
ェ
ー
ト
代
議
員
に
比
べ
て
か
な
り
低
下
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
党
機
関
、
労
働
組
合
、
コ
ム
ソ
モ
ー
ル
機
関
の
勤
務
員
」
の
比
率

が
、
第
十
一
期
ソ
連
邦
最
高
ソ
ヴ
ェ
ー
ト
で
は
、
十
七
・
九
％
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
第
一
期

ソ
連
邦
人
民
代
議
員
大
会
で
は
、
十
・
五
％
へ
と
著
し
く
低
下
し
て
お
り
、
し
か
も
第
九
期
ソ

連
邦
最
高
ソ
ヴ
ェ
ー
ト
代
議
員
の
社
会
的
構
成
の
職
業
別
内
訳
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
「
党
機

関
の
勤
務
員
」
に
対
し
て
．
「
労
働
組
合
、
コ
ム
ソ
モ
ー
ル
機
関
の
勤
務
員
』
は
ぎ
わ
め
て
少
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表4　第11期ソ連邦最高ソヴェート代議員、第1期ソ連邦人民代議員、

　　　新ソ連邦最高ソヴェート代議員の社会的構成

第11期ソ連邦最高 第1期ソ連邦 新ソ連邦最高

ソヴェート代議員 人民代議貝 ソヴェート代議員

最高政冶指導部 22人　　1．5％ 15人　　0．7％ 1人　　O．2％
上・中級管理者癖1 600　　　40．O 895　　　39．8 178　　　32．8
下級管理者“2 99　　　　6．6 569　　　25．3 191　　　35，3
労働者、コルホーズ貝、非専門家職員 688　　　45．9 497　　　22．1 99　　　18．3
高度の専門的技術者・知識人 90　　　　6．O 229　　　10．2 68　　　12．5
聖職者 Q　　　　O 6　　　　0。3 O　　　　O

年金生活者 陶 36　　　　1。6 5　　　　0．9

注　：＊1　共和国、州、地方レヴェルの党指導者、ソ連邦共産党中央委員会の幹部、ソ連邦・各連邦構成共和

　　　　　国最高ソヴェートの指導者、大臣、軍の各最高司令官、研究機関・大学などの指導者

　　　＊2　各職場、部課、作業班、研究室、コルホーズ、ソフホーズの指導者

出典：〃losooω漉鵬1989，No．24（June11），p．8．

数
で
あ
る
の
で
、
第
十
期
お
よ
び
第
十
一
期
の
ソ
連
邦
最
高
ソ
ヴ
ェ
ー
ト
代
議
員
、
な

ら
び
に
第
一
期
ソ
連
邦
人
民
代
議
員
の
「
党
機
関
、
労
働
組
合
、
コ
ム
ソ
モ
ー
ル
機
関

の
勤
務
員
」
の
大
部
分
は
党
機
関
の
勤
務
員
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
要
す
る
に

党
機
関
の
勤
務
員
の
比
率
が
著
し
く
低
下
し
た
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、

表
5
に
示
し
た
よ
う
に
エ
ク
ス
・
オ
フ
ィ
シ
オ
・
メ
ン
バ
ー
た
る
地
方
党
書
記
が
か
な

り
落
選
し
た
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
ま
た
、
こ
れ
ま
で

ソ
連
邦
最
高
ソ
ヴ
ェ
ー
ト
代
議
員
に
お
い
て
ほ
ぼ
七
十
二
％
に
維
持
さ
れ
て
き
た
党
員

お
よ
び
党
員
候
補
の
比
率
が
．
第
一
期
ソ
連
邦
人
民
代
議
員
で
は
八
十
七
・
○
％
に
高

ま
っ
て
い
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
生
じ
た
こ
と
な
の
で
あ
る
か
ら
と
く
に
注
目
に
値
す

る
。
つ
ま
り
、
党
員
お
よ
び
党
員
候
補
の
比
率
を
押
し
上
げ
た
人
々
は
、
党
員
で
は
あ

っ
て
も
、
こ
れ
ま
で
エ
ク
ス
・
オ
フ
ィ
シ
オ
・
メ
ン
バ
ー
の
中
核
で
あ
っ
た
党
機
関
の

勤
務
員
で
は
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
職
業
分
野
で
働
い
て
い
る
一
般
党
員
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

　
し
か
し
．
よ
り
具
体
的
に
言
え
ば
、
明
ら
か
に
比
率
が
増
大
し
て
い
る
の
は
、
表
3

で
見
る
限
り
で
は
、
「
学
術
、
大
学
、
教
育
関
係
者
」
、
「
国
民
保
健
関
係
者
」
、
「
文
化
、

芸
術
関
係
者
」
、
「
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
関
係
者
」
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
属
す

る
代
議
員
は
、
こ
れ
ま
で
の
ソ
連
邦
最
高
ソ
ヴ
ェ
ー
ト
で
は
お
よ
そ
十
三
～
十
四
％
で

あ
っ
た
の
に
対
し
て
．
第
一
期
ソ
連
邦
人
民
代
議
員
で
は
合
計
で
二
十
七
・
五
％
に
倍

増
し
て
い
る
。
ま
た
、
表
4
で
見
る
と
、
下
級
管
理
者
と
高
度
の
専
門
的
技
術
者
・
知
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表5　第1期ソ連邦人民代議員選挙で落選したおもな党書記

ロシヤ共和国

　　　　　　σ

モスクワ市党第二書記プロコフィェフ

レニングラード州党第一書記ソロヴィヨフ

レニングラード州党第二書記ファチェーエフ

レニングラード市党第一書記ゲラシモフ

ハバロフスク辺区党第一書記パステルナーク

ハバロフスク辺区ユダヤ人自治州党第一書記コルスンスキー

プリモーリエ辺区党第一書記ウォルインツェフ

アルハンゲリスク州党第一書記テレブニョフ

イワノヴォ州党第二書記クニャジューク

ウラジミル州党第一書記ポポヴィコフ

オレンブルグ州党第一書記バランジン

オレンブルグ州党第二書記コリニチェンコ

カムチャツカ州党第一書記ジノヴィエフ

カルガ州党第一書記ウラノフ

キーロフ州党第一書記オスミニン

ケメロヴォ州党第一書記メレニコフ

コストロマ州党第一書記トロポフ

サハリン州党第一書記ポンダルチューク

スヴェルドロフスク州党第一書記ポブイキン

チュメニ州党第一書記ボゴミャコフ

チェリャピンスク州党第一書記シヴィリョフ

チタ州党第一書記マリコフ

ノヴゴロド州党第一書記ニクーリン

ペルミ州党第一書記チェルヌイシェフ

ムルマンスク州党第一書記バラグーロフ

カレリヤ自治共和国党第一書記ステパノフ

コミ自治共和国党書記グシャトニコフ

ウクライナ共和国 共和国党書記カチュラ

キエフ州党第一書記マシク

キエフ市党第一書記

ウォロシロフクラード州党第一書記リャホフ

ザカルパト州党第一書記バンドロフスキー

チェルニゴフ州党第一書記パラシチェンコ

リヴォフ州党第一書記ポグレブニャク

リヴォフ州党書記ヴァスィリフ

白ロシヤ共和国 グロドノ州党第一書記セミョーノフ

ゴメリ州党第一書記カマイ

モギリョフ州党第一書記レオノフ

ミンスク市党第一書記ガルコ

カザフ共和国 アルマ・アタ市党第一書記ロマノフ

キルギス共和国 フルンゼ市党第一書記チチリエフ

エストニヤ共和国 共和国党第二書記アリョーシン

リトワニヤ共和国 共和国党書記ゲトライチス

共・和国党書記サィカウスヵス

出典：共和国、辺区、州の、第一およひ第二書記を含む党書記については、ApryMe脇I

　　HΦa㎜⇒！，1989，No．21（27M訓・2M℃朋），c．8；その他は、朝日、産経、毎日、読売、

　　各新聞より．
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識
人
の
比
率
が
、
そ
れ
ぞ
れ
、
六
・
六
％
か
ら
二
十
五
・
三
％
へ
、
六
・
○
％
か
ら
十
・
二
％
へ
、
と
増
大
し
て
い
る
．

　
そ
れ
で
は
、
労
働
者
や
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
の
比
率
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
ま
で
、
労
働
者
と
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
の
合
計
の
比
率
は
五
十

一
％
前
後
で
あ
っ
た
が
、
第
一
期
ソ
連
邦
人
民
代
議
員
の
「
労
働
者
、
一
般
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
」
の
比
率
は
二
十
三
・
七
％
に
す
ぎ
な
い
．

と
は
い
え
、
こ
の
「
労
働
者
、
一
般
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
」
は
、
従
来
の
「
労
働
者
」
と
「
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
」
を
単
純
に
合
わ
せ
た
も
の
と
は
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異
な
る
．
そ
れ
は
、
た
ん
に
、
「
一
般
」
と
い
う
言
葉
が
「
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
」
の
前
に
付
け
ら
れ
て
い
る
か
ら
だ
け
で
は
な
い
。
そ
の
こ

と
は
．
表
2
の
ソ
連
邦
人
民
代
議
員
の
「
労
働
者
」
と
「
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
」
の
合
計
の
比
率
が
二
十
九
・
八
％
で
あ
り
、
三
月
二
十
六
日

に
当
選
し
た
者
だ
け
で
す
で
に
五
八
三
人
（
一
、
九
五
八
人
×
O
・
二
九
八
）
で
あ
る
の
に
対
し
、
表
3
の
「
労
働
者
、
一
般
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
」

が
五
三
二
人
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
ソ
連
邦
最
高
ソ
ヴ
ェ
ー
ト
に
お
け
る
労
働
者
と

コ
ル
ホ
ー
ズ
員
の
合
計
の
比
率
と
比
較
す
る
場
合
に
、
第
一
期
ソ
連
邦
人
民
代
議
員
に
お
け
る
「
労
働
者
、
一
般
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
」
の
比

率
を
用
い
る
の
は
適
切
で
は
な
い
。
一
方
、
表
4
で
は
、
第
十
一
期
ソ
連
邦
最
高
ソ
ヴ
ェ
ー
ト
と
第
一
期
ソ
連
邦
人
民
代
議
員
と
を
比
較

す
る
と
、
「
労
働
者
、
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
、
非
専
門
家
職
員
」
の
比
率
が
、
四
十
五
・
九
％
か
ら
二
十
二
・
一
％
へ
と
減
少
し
て
い
る
。
い

ず
れ
に
せ
よ
、
こ
れ
ま
で
の
ソ
連
邦
最
高
ソ
ヴ
ェ
ー
ト
に
比
べ
て
、
第
一
期
ソ
連
邦
人
民
代
議
員
に
お
い
て
は
、
労
働
者
と
コ
ル
ホ
ー
ズ

員
の
比
率
が
大
幅
に
低
下
し
た
の
は
確
実
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
比
率
が
減
少
し
た
の
は
、
「
党
機
関
、
労
働
組
合
、
コ
ム
ソ
モ
ー
ル
機
関
の
勤
務
員
」
お
よ
び
「
労
働
者
」
と
「
コ
ル
ホ
ー

ズ
員
」
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
表
3
の
第
一
期
ソ
連
邦
人
民
代
議
員
の
部
分
だ
け
資
料
が
な
い
の
で
あ
る
が
「
ソ
ヴ
ェ
ー
ト
、
国
家
機

関
の
勤
務
員
」
の
比
率
も
若
干
減
少
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
閣
僚
会
議
議
長
を
除
く
、
ソ
連
邦
、
連
邦
構
成
共

和
国
、
自
治
共
和
国
の
閣
僚
会
議
の
成
員
、
執
行
委
員
会
議
長
を
除
く
地
方
ソ
ヴ
ェ
ー
ト
執
行
委
員
会
委
員
、
省
庁
、
地
方
ソ
ヴ
ェ
ー
ト

執
行
委
員
会
付
属
部
局
の
指
導
者
、
裁
判
官
、
国
家
仲
裁
官
は
、
自
ら
を
任
命
ま
た
は
選
出
す
る
ソ
ヴ
ェ
ー
ト
の
代
議
員
に
は
な
れ
な
い

と
い
う
規
定
が
、
一
九
八
八
年
の
ソ
連
邦
憲
法
改
正
に
よ
っ
て
新
た
に
設
け
ら
れ
、
し
た
が
っ
て
、
ソ
連
邦
閣
僚
や
ソ
連
邦
最
高
裁
判
所

長
官
な
ど
は
、
ソ
連
邦
人
民
代
議
員
に
は
な
れ
な
く
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
最
高
国
家
権
力
機
関
に
占
め
る
党
員
お
よ
び
党
員
候
補
の
比
率
を
押
し
上
げ
た
人
々
は
、
党
機
関
の
勤
務
員
で
は
な
く
、

い
わ
ゆ
る
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
ツ
ィ
ヤ
と
さ
ま
ざ
ま
な
職
業
分
野
で
働
い
て
い
る
下
級
管
理
者
と
専
門
的
技
術
者
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
．

　
か
く
し
て
、
そ
も
そ
も
テ
イ
ル
・
メ
ン
バ
ー
（
邑
一
幕
暮
＆
で
あ
っ
て
、
あ
ら
か
じ
め
代
議
員
の
中
に
一
定
の
割
合
を
占
め
る
よ
う
に
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操
作
が
行
な
わ
れ
て
い
た
結
果
維
持
さ
れ
て
い
た
労
働
者
と
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
の
比
率
の
減
少
は
、
ソ
連
邦
人
民
代
議
員
の
選
挙
が
民
主
的

に
行
な
わ
れ
た
結
果
で
あ
る
が
、
一
方
で
の
、
「
党
機
関
、
労
働
組
合
、
コ
ム
ソ
モ
ー
ル
機
関
の
勤
務
員
」
お
よ
び
「
ソ
ヴ
ェ
ー
ト
、
国

家
機
関
の
勤
務
員
」
の
比
率
の
減
少
や
、
少
な
く
な
い
数
の
地
方
党
書
記
の
落
選
、
他
方
で
の
、
「
学
術
、
大
学
、
教
育
関
係
者
」
、
「
国

民
保
健
関
係
者
」
、
「
文
化
、
芸
術
関
係
者
」
、
「
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
関
係
者
」
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
属
す
る
代
議
員
の
倍
増
、
下
級
管
理
者
と
高

度
の
専
門
的
技
術
者
・
知
識
人
の
比
率
の
増
大
は
、
や
は
り
ペ
レ
ス
ト
・
イ
カ
の
状
況
の
下
で
ソ
連
邦
共
産
党
内
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な

勢
力
が
力
を
着
け
つ
つ
あ
る
の
か
を
明
確
に
示
し
て
い
よ
う
。
要
す
る
に
、
ソ
連
邦
共
産
党
は
、
機
関
党
員
も
し
く
は
専
従
党
員
中
心
の

党
か
ら
、
種
々
の
職
業
分
野
の
管
理
者
と
高
度
の
専
門
的
技
術
者
・
知
識
人
を
も
そ
の
有
力
な
党
員
と
し
て
擁
す
る
党
へ
と
変
化
し
て
き

た
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
そ
う
し
た
こ
と
の
背
景
に
は
、
果
た
し
て
ソ
連
邦
共
産
党
の
党
員
お
よ
び
党
員
候
補
全
体
に
占
め
る
管
理
者
層
や
高
度
の
専
門

的
技
術
者
・
知
識
人
の
比
率
の
増
大
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
節
で
そ
れ
を
見
て
み
よ
う
。

　
（
6
4
）
　
一
九
八
八
年
十
二
月
に
採
択
さ
れ
た
ソ
連
邦
人
民
代
議
員
選
挙
法
の
内
容
、
お
よ
び
一
九
八
九
年
春
に
行
な
わ
れ
た
ソ
連
邦
人
民
代
議
員
選
挙

　
　
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
ソ
連
人
民
代
議
員
選
挙
を
め
ぐ
る
諸
間
題
1
そ
の
制
度
的
側
面
ー
（
上
）
、
（
下
）
」
『
国
防
』
第
三
十
八
巻
第
六

　
　
号
（
一
九
八
九
年
六
月
）
、
第
七
号
（
七
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　
（
6
5
）
　
ソ
ヴ
ェ
ー
ト
代
議
員
の
社
会
的
構
成
の
分
析
、
お
よ
び
そ
れ
に
関
連
す
る
「
エ
ク
ス
・
オ
フ
ィ
シ
オ
・
メ
ソ
バ
ー
」
と
「
テ
イ
ル
・
メ
ン
バ
ー
』

　
　
の
問
題
の
詳
細
に
つ
い
て
は
．
中
澤
精
次
郎
先
生
『
ソ
連
邦
の
政
治
』
慶
鷹
通
信
、
一
九
八
七
年
、
第
三
章
第
二
節
お
よ
び
第
三
節
、
五
八
～
七
二

　
　
ぺ
ー
ジ
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　
第
三
節
　
ソ
連
邦
共
産
党
の
党
員
お
よ
び
党
員
候
補
の
職
種
別
構
成
の
変
化

　
ソ
連
邦
共
産
党
の
党
員
お
よ
び
党
員
候
補
の
全
体
、
す
な
わ
ち
共
産
主
義
者
の
大
ま
か
な
職
種
別
構
成
の
変
化
は
、
表
6
に
示
す
と
お

り
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
勤
務
員
の
内
訳
は
表
7
に
示
す
と
お
り
で
あ
る
．
表
7
に
お
い
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
「
科
学
・
保
健
・
教
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育
・
文
学
お
よ
び
芸
術
関
係
者
」
の
比
率
だ
け
が
、
一
九
八
六
年
か
ら
一
九
八
九
年
に
か
け
て
○
・
八
％
ほ
ど
増
え
て
い
る
．
た
だ
し
、

こ
の
こ
と
は
、
こ
の
分
野
の
共
産
主
義
者
の
増
加
が
他
の
勤
務
員
の
数
の
増
加
よ
り
も
顕
著
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
っ

て
、
た
と
え
ば
「
組
織
・
施
設
・
企
業
・
建
設
・
ソ
フ
ホ
ー
ズ
お
よ
び
そ
れ
ら
の
組
成
単
位
の
指
導
者
」
の
数
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
を

示
す
も
の
で
は
な
い
。
後
者
は
減
少
し
て
い
る
の
で
は
な
く
て
、
増
加
の
テ
ン
ポ
が
鈍
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
、
彼
ら
の

組
織
率
が
す
で
に
十
分
に
高
い
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
「
科
学
・
保
健
・
教
育
・
文
学
お
よ
び
芸
術
関
係
者
」
の

共
産
主
義
者
が
他
の
職
業
の
人
々
に
比
べ
て
よ
り
高
い
比
率
で
増
加
し
て
い
る
こ
と
は
、
本
章
第
一
節
お
よ
び
第
二
節
で
明
ら
か
に
さ
れ

た
最
近
の
ソ
連
邦
共
産
党
の
変
化
と
符
合
す
る
も
の
で
は
あ
る
。

　
こ
の
こ
と
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
新
規
入
党
者
、
す
な
わ
ち
党
員
候
補
に
採
用
さ
れ
た
者
の
職
種
別
構
成
の
変
化
と
も
符
合
し
て

い
る
（
表
8
）
。
す
な
わ
ち
、
一
九
七
一
年
以
降
、
入
党
者
に
占
め
る
「
工
業
技
術
者
、
農
業
技
術
者
、
畜
産
技
術
者
、
科
学
技
術
者
、
教

員
、
医
師
、
そ
の
他
の
経
済
専
門
家
」
の
比
率
は
、
他
の
職
種
の
そ
れ
に
比
べ
て
、
一
貫
し
て
増
加
し
て
い
る
が
、
し
か
も
一
九
八
六
年

か
ら
一
九
八
九
年
の
間
の
入
党
者
に
お
い
て
、
そ
の
伸
び
が
よ
り
顕
著
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
、
本
章
に
お
い
て
示
し
た
こ
と
か
ら
見
て
、
ソ
連
邦
共
産
党
は
、
そ
の
成
員
に
関
し
て
も
、
ゴ
ル
パ
チ
ョ
フ
が
書
記
長
に
就
任
し

た
一
九
八
五
年
三
月
以
降
、
変
化
し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
そ
れ
は
、
制
度
的
な
変
化
に
比
べ
て
目
立
た
な
い
も
の
で
あ
り
、
ま

た
わ
ず
か
な
変
化
に
過
ぎ
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
こ
に
は
重
要
な
意
味
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
ソ
連
邦
共
産
党
は
、
既
存

の
伝
統
的
な
党
活
動
の
ス
タ
イ
ル
の
中
で
そ
の
職
務
を
遂
行
し
て
き
た
機
関
党
員
と
は
異
な
っ
て
、
党
員
で
は
あ
っ
て
も
主
と
し
て
そ
の

生
活
を
非
党
員
大
衆
と
と
も
に
過
ご
し
、
そ
の
職
業
を
通
じ
て
、
換
言
す
れ
ぽ
そ
の
専
門
的
学
識
や
技
術
に
よ
っ
て
今
日
の
地
位
と
威
信

を
築
い
て
き
た
別
の
タ
イ
プ
の
党
員
の
影
響
力
の
増
大
に
よ
っ
て
、
そ
の
性
格
を
少
し
ず
つ
変
化
さ
せ
つ
つ
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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表6　ソ連邦共産党の党員および党員候補の職種別社会的構成（各年の1月1日現在）

労働者 農民（コルホーズ貝） 勤務員・その他

年 実数（人）　比率（％） 実数（人）　比率（％） 実数（人）　比率（％）

1946 1，865，126　　33。8 1，023，903　　　18。6 2，621，833　　　47。6

1952 2，162，059　　32。2 1D206，668　　　18．0 3，338，812　　49．8

1956 2，291，455　　32。0 1，227，767　　　17。1 3，654，299　　　50．0

1961 3，146，135　　33．9 19632，847　　　17．6 4，496，844　　　48，5

1966 4，675，879　　37．8 1，999，138　　　16．2 5，682，291　　　46。0

1971 5夢759，379　　40，1 2，169，437　　　15．1 6，443，747　　　44。8

1976 6，509，312　　4L6 2，169，813　　　13．9 6，959，766　　　44，5

1981 7，569，261　　43。4 2，223，674　　　12、8 7，637，478　　　43。8

1986 8，551，779　　45㌧0 2，248，166　　　11。8 8，204，433　　　43、2

1989 8，843，686　　45．4 2，227，722　　　11．4 8，416，414　　　43．2

出典：中澤精次郎先生『ソ連邦の政治』慶磨通信、1987年、110ぺ一ジ、第6表より。たたし、1989年の資料は、

　　H3BecT叩UK　KHCC，1989No，2，c．139から筆者が補足した。

表7　ソ連邦共産党の党員およぴ党員候補である『勤務員』の職種別構成（各年の1月1日現在）

1956年 1966年 1976年 1986年 1989年

「勤務員」共産主義者総数 100．0 100．0 100．0 100．O 100．0

組織・施設・企業・建設・ソラホーズおよびそれらの組成単位の指導者 14．0 7．8 9．0 9．7 9．4

技術者・技術職員・農業専門家 18．2 33．6 40．0 42．2 41．3

科学・保険・教育・文学およぴ芸術関係職員 18．9 23．4 24．2 23．0 23．8

商業・公共給食・日常サービス関係職員 一 一 4．7 4．1 4．0

（単位％）

出典：中澤精次郎先生『ソ連邦の政治』慶磨通信、1987年、111ぺ一ジ、第8表より。ただし、1989年の資料は、

　　H3B㏄T㎎UK　KnCC，1989No．2，c．139から筆者が補足した。

表8　新規入党者の職種別構成

1971－1975 1976－1980 1981－1985 1986－1989

労働者 57．6 59．0 59．4 56．4

コルホーズ貝 11．3 10．3 9．9 10．4

工業技術者、農業技術者、畜産技術者、科学技術者、
24．5 25．4 26．1 28．5

教員、医師、その他の経済専門家

行政・管理機構の職貝 5．2 3．8 3．2 3．3

学生 1．4 1．5 1．4 1．4

合計 100．0 100．0 100．0 100．0

（単位％）

出典：1971－1985年については、Ha晦氷お恥，1986No．14，c2111986－1989年については、H3BecTHH　UK

　　KnCC，1989No．2，c。138．
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お
わ
り
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
6
）

　
一
九
八
九
年
九
月
の
ソ
連
邦
共
産
党
中
央
委
員
会
総
会
は
、
第
二
十
八
回
党
大
会
を
一
九
九
〇
年
十
月
に
開
催
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
．

第
二
十
八
回
党
大
会
は
、
党
規
約
ど
お
り
に
開
催
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
第
二
十
七
回
党
大
会
の
行
な
わ
れ
た
一
九
八
六
年
二
凋
の
五
年
後

の
一
九
九
一
年
二
月
に
開
催
さ
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
か
ら
．
予
定
よ
り
四
ヵ
月
ほ
ど
繰
り
上
げ
て
開
催
す
る
こ
と
に
な
る
．
こ
の
党
大
会

の
繰
り
上
げ
開
催
は
、
新
し
い
政
治
綱
領
と
し
て
近
い
将
来
を
見
通
す
「
行
動
綱
領
」
の
策
定
と
、
党
規
約
の
改
正
が
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
に

よ
っ
て
明
言
さ
れ
た
こ
と
が
示
す
よ
う
に
、
一
九
八
六
年
二
月
の
第
二
十
七
回
党
大
会
お
よ
び
一
九
八
八
年
六
月
の
第
十
九
回
全
連
邦
党

協
議
会
に
お
い
て
決
定
さ
れ
た
綱
領
、
規
約
、
そ
の
他
の
方
針
で
は
、
急
速
に
変
化
し
つ
つ
あ
る
現
在
の
情
勢
に
も
は
や
適
合
し
な
い
部

分
が
出
て
き
た
た
め
に
、
早
急
に
そ
れ
ら
を
修
正
お
よ
び
補
足
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
ま
た
党
を
指
導
す
る
立
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
7
）

に
あ
る
中
央
委
員
を
大
幅
に
刷
新
す
る
た
め
で
も
あ
る
．
そ
し
て
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
書
記
長
は
、
党
大
会
の
準
備
を
進
め
る
中
で
、
「
す

べ
て
の
レ
ヴ
ェ
ル
の
党
委
員
会
を
刷
新
し
」
、
「
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
ヵ
を
支
持
す
る
勢
力
」
を
登
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
指
摘
し
て
、
保

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
8
）

守
的
な
党
幹
部
を
排
除
す
る
考
え
を
も
示
し
た
。
し
た
が
っ
て
．
今
後
一
年
の
間
に
、
ソ
連
邦
共
産
党
は
、
さ
ら
な
る
大
き
な
変
化
を
遂

げ
る
可
能
性
も
出
て
き
た
。
そ
れ
は
、
ど
の
よ
う
な
方
向
で
の
変
化
で
あ
ろ
う
か
。
む
ろ
ん
、
こ
の
場
で
安
易
な
予
測
を
す
る
つ
も
り
は

な
い
が
、
筆
者
の
専
門
と
す
る
領
域
に
限
ら
れ
る
が
、
そ
の
変
化
の
方
向
を
推
測
す
る
た
め
の
い
く
つ
か
の
判
断
材
料
を
提
示
し
て
お
く

こ
と
は
、
研
究
の
範
囲
を
逸
脱
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
ま
ず
、
ソ
連
邦
共
産
党
の
法
的
地
位
の
問
題
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
現
行
ソ
連
邦
憲
法
第
六
条
に
お
い
て
、
「
①
ソ
ヴ
ェ
ー

ト
社
会
の
指
導
的
お
よ
び
先
導
的
勢
力
、
な
ら
び
に
そ
の
政
治
シ
ス
テ
ム
お
よ
び
国
家
組
織
と
社
会
団
体
の
中
核
は
、
ソ
ヴ
ェ
ー
ト
連
邦

共
産
党
で
あ
る
。
ソ
連
邦
共
産
党
は
、
人
民
の
た
め
に
存
在
し
、
人
民
に
奉
仕
す
る
。
②
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
の
理
論
で
武
装
し

た
共
産
党
は
、
社
会
発
展
の
総
合
的
展
望
お
よ
び
ソ
連
邦
の
内
外
政
策
の
路
線
を
決
め
、
ソ
ヴ
ェ
ー
ト
人
民
の
偉
大
な
創
造
的
活
動
を
指
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導
し
、
共
産
主
義
の
勝
利
の
た
め
の
人
民
の
闘
争
に
計
画
的
で
科
学
的
に
基
礎
付
け
ら
れ
た
性
格
を
与
え
る
。
③
す
べ
て
の
党
組
織
は
、

ソ
連
邦
憲
法
の
枠
内
で
活
動
す
る
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
第
六
条
の
規
定
は
、
一
九
八
八
年
の
ソ
連
邦
憲
法
改
正
の
際
に
も
修
正

さ
れ
ず
、
一
九
七
七
年
に
採
択
さ
れ
た
と
き
の
ま
ま
で
あ
る
。
こ
の
規
定
の
第
一
項
は
、
ソ
連
邦
共
産
党
の
指
導
的
地
位
を
保
障
し
て
い

る
が
、
他
方
で
共
産
党
が
国
家
組
織
や
社
会
団
体
と
と
も
に
政
治
シ
ス
テ
ム
に
含
ま
れ
る
こ
と
、
さ
ら
に
第
三
項
の
規
定
に
よ
っ
て
、

「
党
組
織
が
、
第
一
に
、
国
家
機
関
を
代
行
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
、
第
二
に
、
憲
法
お
よ
び
そ
れ
に
基
づ
い
て
採
択
さ
れ
た
法
律
に
違

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
9
）

反
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
」
を
示
し
て
い
る
と
い
う
点
で
、
必
ず
し
も
、
す
べ
て
が
ソ
連
邦
共
産
党
に
と
っ
て
都
合
の
よ
い
規
定
ば
か
り

で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
共
産
党
の
法
的
地
位
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
が
規
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
、
し
た
が
っ
て
そ
の
意
味
で

は
共
産
党
が
超
法
規
的
存
在
で
あ
っ
た
ス
タ
ー
リ
ン
憲
法
体
制
下
の
共
産
党
の
法
的
地
位
に
比
べ
て
、
共
産
党
が
適
法
的
存
在
で
な
け
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
0
）

ば
な
ら
な
い
と
い
う
考
え
方
は
は
る
か
に
強
い
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
る
．
し
か
し
、
や
は
り
そ
の
規
定
は
、
実
質
的
に
は
一
党
制
を
前

提
と
し
て
お
り
、
他
の
国
家
組
織
、
と
り
わ
け
ソ
ヴ
ェ
ー
ト
よ
り
も
党
を
優
位
に
置
い
て
い
る
と
い
う
意
味
で
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
政
権
下

で
進
め
ら
れ
て
い
る
ソ
ヴ
ェ
ー
ト
の
復
権
と
い
う
方
針
に
適
合
的
と
は
い
え
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
改
革
派
に
は
、
第
六
条
そ
の
も
の
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
2
）

廃
棄
を
要
求
し
て
い
る
人
々
も
い
る
が
、
少
な
く
と
も
、
第
六
条
第
一
項
は
修
正
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
．
し
か
も
そ
の
場
合
、
複
数
政
党
制

を
あ
る
程
度
前
提
と
し
た
修
正
が
な
さ
れ
る
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
。
ま
た
、
党
の
地
位
を
よ
り
厳
密
に
定
め
た
政
党
法
の
制
定
を
求
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
3
）

る
意
見
も
以
前
か
ら
あ
っ
た
。

　
ソ
連
邦
共
産
党
は
、
現
在
、
そ
の
党
組
織
の
構
成
に
お
い
て
、
ロ
シ
ヤ
共
和
国
以
外
の
そ
れ
ぞ
れ
十
四
の
連
邦
構
成
共
和
国
の
名
を
冠

し
た
党
組
織
を
持
っ
て
い
る
が
、
・
シ
ヤ
共
産
党
な
る
も
の
は
な
い
。
し
か
も
、
連
邦
構
成
共
和
国
の
名
を
冠
し
た
党
組
織
も
、
民
主
主

義
的
中
央
集
権
制
（
民
主
集
中
制
）
の
原
則
の
も
と
で
は
単
一
の
ソ
連
邦
共
産
党
の
一
支
部
組
織
で
し
か
な
い
．
そ
の
意
味
で
、
た
と
え

ば
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
共
産
党
は
、
冒
シ
ヤ
共
和
国
内
の
行
政
区
画
に
過
ぎ
な
い
モ
ス
ク
ワ
市
、
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
州
、
モ
ス
ク
ワ
州
な

ど
の
党
組
織
と
同
格
か
、
も
し
く
は
そ
れ
が
擁
す
る
党
員
数
か
ら
言
え
ば
、
そ
れ
ら
の
党
組
織
よ
り
も
地
位
の
低
い
党
組
織
と
い
う
こ
と
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表9　続き

党員数D 19回協議会代議員 人口E 19回協議会代議員 モスクワを1とした 党貝組織率

1人当り党員数 1人当りの人口 ときの比率eの値 比率9（％）

（比率d） （比率e） （比率f）

11730254 3999 147386000 50251 1．8 8．0

1120440 3512 8967000 28110 1 12．5

603640 3429 6679000 37949 1．4 9．0

506446 3267 6686000 43135 1．5 7．6

325805 3702 4304000 48909 ユ．7 7．5

323014 3629 5115000 57472 2．0 6．3

265524 3540 4721000 62947 2．2 5．6

259481 3654 3713000 52296 1．9 7．0

3188854 3578 51704000 58029 2．1 6．2

一 一 5328000 57290
9
2
．
0 一

一 一 【388300Q 53192 1．9 圃

810776 3603 16538000 73502 2．6 4．9

667980 3497 10200000 53403 1．9 6．6

642025 3606 19906000 111831 4．0 3．3

383472 3617 5449000 51406 1．8 7．2

376822 3623 7029000 67587 2．4 5．5

177258 3344 2681000 50585 1．8 6．6

197274 3522 3690000 65893 2．3 5．4

186637 3659 3283000 64373 2．3 5．4

189403 3642 4341000 83481 3．0 4．5

144466 3611 4291000 107275 3．8 3．4

122985 3726 5112000 154909 5．5 2．5

ユ09599 3424 1573000 49156 1．7 7．0

110141 3552 3534000 114000 4．1 3．1

比率f　　　　　　：モスクワ市を1としたときの比率eの各連邦構成共和国（市、州、辺区）の値。

比率g　　　　　　：各連邦構成共和国（市、州、辺区）ごとの党員組織率［各連邦構成共和国（市、州、辺

　　　　　　　　　区）の人ロに対する当該連邦構成共和国（市、州、辺区）の党員の割合］。

第26回党大会は1981年、第27回党大会は1986年、第19回党協議会は1988年に開催された。なお、党員数は、1986年

1月1日現在、人口は、1989年1月12日現在。

出典：AnpaBπa，1981，26ΦeB四，q33B　npaB隅1986，28餌Bpa朋，c．5；cHpaB鵡1988，30脚賜c。5；p　na脚振旧町

　　1986No．14，c，201EnpaB双a，1989，29a叩㎝月，α2．
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表9　第26回党大会および第27回党大会ならびに第19回全連邦党協議会の共和国別代議員数

26回大会A 比率a（％） 27回大会B 比率b（％） 19回協議会c 比率c（％）

代議員総数 5，002 5，000 5，000

ロシヤ共和国 3，003 60．0 2，946 58．9 2，933 58．6

モスクワ市 一 一 321 6．4 319 6．3

レニングラード州 一 一 178 3．5 176 3．5

モスクワ州 一 一 156 3．1 155 3．1

ロストフ州 一 一
90 1．8 88 1．7

クラスノダール辺区 一 一 89 1．7 89 1．7

スヴェルドロフスク州 一 一 74 1．4 75 1．5

ゴーリキー州 一 一
71 1．4 71 1．4

ウクライナ共和国 896 17．9 889 ●17．7 891 17．8

ドネツ州 一 一 93 1．8 93 1．8

ドニエプロペトロフスク州 一 一 73 1．4 73 1．4

カザフ共和国 221 4．4 224 4．4 225 4．5

白ロシヤ共和国 183 3．6 189 3．7 191 3．8

ウズベク共和国 166 3．3 177 3．5 178 3．5

グルジヤ共和国 106 2．1 105 2．1 106 2．1

アゼルバイジャン共和国 98 1．9 103 2．0 104 2．0

ラトヴィヤ共和国 52 1．0 52 1．0 53 1．O

リトワニヤ共和国 52 1．0 55 1．1 56 1．1

アルメニヤ共和国 48 0．9 50 1．0 51 1．0

モルダヴィヤ共和国 48 0．9 51 1．0 52 1．0

キルギス共和国 37 0．7 39 0．7 40 0．8

タジク共和国 32 0．6 33 0．6 33 0．6

エストニヤ共和国 32 0．6 31 0．6 32 0．6

トルクメン共和国 28 O．5 31 0．6 31 0．6

（注）

比率a、比率b、比率c：各党大会および協議会の各連邦構成共和国（市、州、辺区）ごとの代議員数を全代議員

　　　　　　　　　数で割ったもの。

比率d　　　　　　：各連邦構成共和国（市、州、辺区）ごとの19回党協議会代議貝1人当りの党員数［各連

　　　　　　　　　邦構成共和国（市、州、辺区）の党員数を19回党協議会の当該連邦構成共和国（市、州、

　　　　　　　　　辺区）の代議員数で割ったもの。

比率e　　　　　　：各連邦構成共和国（市、州、辺区）ごとの19回党協議会代議貝1人当りの人口［各共和

　　　　　　　　　国の人口を19回党協議会の当該連邦構成共和国（市、州、辺区）の代議員数で割ったもの］。
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に
な
る
。
実
は
、
表
9
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
党
員
数
か
ら
言
え
ば
、
モ
ス
ク
ワ
市
党
組
織
よ
り
も
大
ぎ
い
党
組
織
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
共
産

党
以
外
存
在
し
な
い
。
他
の
十
三
の
連
邦
構
成
共
和
国
の
名
を
冠
し
た
党
組
織
は
、
い
ず
れ
も
モ
ス
ク
ワ
市
党
組
織
よ
り
も
小
さ
い
の
で

あ
る
。
た
と
え
ば
、
一
九
八
六
年
の
第
二
十
七
回
党
大
会
の
時
点
で
、
連
邦
構
成
共
和
国
の
名
を
冠
し
た
党
組
織
の
う
ち
最
も
党
員
数
の

少
な
か
っ
た
エ
ス
ト
ニ
ヤ
共
産
党
は
、
モ
ス
ク
ワ
市
党
組
織
の
十
パ
ー
セ
ン
ト
に
満
た
な
い
党
員
し
か
擁
し
て
い
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ

て
、
そ
の
組
織
の
擁
す
る
党
員
数
に
応
じ
て
平
等
に
代
議
員
を
選
出
す
る
党
大
会
や
全
連
邦
党
協
議
会
に
お
い
て
は
、
エ
ス
ト
ニ
ヤ
共
産

党
は
、
モ
ス
ク
ワ
市
党
組
織
の
代
議
員
数
の
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
の
人
数
の
代
議
員
し
か
党
大
会
や
全
連
邦
党
協
議
会
に
送
る
こ
と
が
で

き
な
い
。

　
そ
う
し
た
状
況
に
お
い
て
．
多
数
決
原
理
が
行
な
わ
れ
れ
ば
、
党
大
会
や
全
連
邦
党
協
議
会
に
お
い
て
、
各
連
邦
構
成
共
和
国
の
意
見

が
中
央
に
反
映
さ
れ
る
可
能
性
は
あ
ま
り
大
き
く
な
い
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
こ
で
、
連
邦
構
成
共
和
国
の
地
域
的
利
害
と
全
連
邦

的
利
害
と
が
一
致
し
な
い
場
合
．
各
連
邦
構
成
共
和
国
か
ら
選
出
さ
れ
、
そ
の
地
域
の
利
益
を
代
弁
せ
ざ
る
を
得
な
い
立
場
の
党
員
た
ち
、

と
り
わ
け
連
邦
構
成
共
和
国
党
の
幹
部
は
、
党
員
と
し
て
民
主
主
義
的
中
央
集
権
制
の
原
則
に
の
っ
と
っ
て
中
央
の
指
令
を
そ
の
地
域
で

忠
実
に
実
行
す
る
の
か
、
そ
れ
と
も
地
域
の
代
表
と
し
て
あ
く
ま
で
も
地
域
の
利
益
の
実
現
の
た
め
に
行
動
す
る
の
か
、
と
い
う
二
者
択

一
を
迫
ら
れ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
し
て
、
ペ
レ
ス
ト
冒
イ
カ
の
も
と
、
連
邦
構
成
共
和
国
党
幹
部
は
、
地
域
の
利
益
の
た
め
に
活
動
し
な

け
れ
ば
そ
の
地
域
で
信
任
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
お
り
、
次
第
に
地
域
の
利
益
代
表
的
役
割
を
担
わ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
き

て
い
る
。

　
か
く
し
て
、
単
一
の
ソ
連
邦
共
産
党
を
民
主
主
義
的
中
央
集
権
制
の
原
則
に
よ
っ
て
こ
れ
ま
で
ど
お
り
維
持
し
て
行
く
こ
と
は
困
難
に

な
っ
て
き
て
い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
こ
こ
に
、
「
党
の
連
邦
制
化
」
の
議
論
が
出
て
く
る
背
景
が
あ
る
。
実
際
、
リ
ト
ワ
ニ
ヤ
共
産
党

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
4
）

な
ど
は
、
は
っ
き
り
と
「
自
立
し
た
党
」
の
方
向
へ
動
ぎ
始
め
て
い
る
。
こ
う
し
た
動
ぎ
に
他
の
い
く
つ
か
の
連
邦
構
成
共
和
国
党
も
追

随
す
る
可
能
性
も
あ
り
、
一
九
九
〇
年
十
月
に
開
催
が
予
定
さ
れ
る
第
二
十
八
回
党
大
会
ま
で
に
い
か
な
る
議
論
が
行
な
わ
れ
、
そ
れ
が
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党
規
約
等
に
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
る
か
極
め
て
興
味
深
い
．
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
、
一
九
八
九
年
九
月
の
党
中
央
委
員
会
総
会
で
、
連
邦

構
成
共
和
国
党
組
織
が
、
ソ
連
邦
共
産
党
綱
領
の
枠
内
で
自
己
の
行
動
綱
領
を
持
つ
こ
と
を
含
め
て
連
邦
構
成
共
和
国
党
組
織
の
自
主
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
75
）

の
拡
大
を
認
め
た
が
、
　
「
党
の
連
邦
制
化
」
に
は
反
対
し
た
．
し
か
し
、
地
方
の
意
見
を
よ
り
反
映
さ
せ
る
よ
う
な
何
ら
か
の
シ
ス
テ
ム

を
党
そ
の
も
の
に
も
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
に
来
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
．
さ
も
な
く
ば
．
ソ
連
邦
共
産
党
が
地
域
ご
と
に
分

裂
す
る
事
態
に
な
ら
な
い
と
も
限
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
、
二
つ
の
問
題
を
指
摘
す
る
に
と
ど
ま
っ
た
が
、
い
ず
れ
も
ソ
連
邦
共
産
党
の
将
来
に
と
っ
て
極
め
て
重
大
な
問
題
で
あ
る
こ
と

は
問
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
複
数
政
党
制
の
も
と
で
の
ソ
連
邦
共
産
党
、
そ
し
て
ソ
連
邦
共
産
党
自
体
の
連
邦
制
化
と
い
っ
た
問
題
を
は

ゴルバチョフ政権下におけるソ連邦共産党の変化

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら

（　 （　（　 （（（（（ん
z9目．ユ召照匹身義四磐馨聾聾で義

社
会
の
政
治
シ
ス
テ
ム
』
論
へ
の

　
ジ
で
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
。

（
7
1
）
　
た
と
え
ば
、
サ
ハ
ロ
フ
（
＞
・
戸
9
×
8
8
）
博
士
が
そ
う
で
あ
る
。
一
九
八
九
年
六
月
九
目
の
ソ
連
邦
人
民
代
議
員
大
会
で
の
彼
の
発
言
を
参

照
せ
よ
（
＝
田
g
ヨ
鉾
お
o
。
曾
二
＝
δ
蟹
箇
℃
9
0。
、
）
。

（
7
2
）
　
ソ
連
邦
最
高
ソ
ヴ
ェ
ー
ト
立
法
・
適
法
性
・
法
秩
序
問
題
委
員
会
議
長
ア
レ
ク
セ
ー
エ
フ
（
ρ
ρ
＞
莞
馨
Φ
畠
）
は
、
一
九
八
九
年
十
月
七
目
、

　
ソ
連
邦
共
産
党
中
央
委
員
会
機
関
紙
『
農
業
生
活
』
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
で
、
「
ソ
連
邦
憲
法
第
六
条
も
修
正
さ
れ
る
だ
ろ
う
」
と
述
べ
た
と
い
う
（
『
朝

日
新
聞
』
一
九
八
九
年
十
月
八
日
朝
刊
一
面
）
。

（
7
3
）
一
①
9
箆
一
9
登
、
、
卜
田
≦
h
。
吋
爵
①
℃
貰
蔓
、
、
ミ
§
§
≧
§
。
・
り
一
〇
。。
o。
”
乞
。
」
。
（
o。
竃
亀
）
矯
b
」
ρ

（
得
）
　
口
℃
目
＞
o。
”
一
り
o
。
O
矯
器
8
胃
＆
冒
℃
ρ
ω
。

現
在
、
ソ
連
邦
共
産
党
は
急
激
な
変
化
の
中
に
あ
る
の
で
あ
る
。

コ
℃
田
恕
℃
一
〇
〇
。
O
｝
8
8
胃
a
℃
鉾
ρ
一
。

↓
薗
寓
舅
①
●

↓
餌
鼠
榮
ρ

ズ
o
馬
目
昌
髪
国
O
O
O
マ
コ
o
葭
↓
国
さ
・
弓
鎚
畠
呂
閃
婁
器
胃
o
。
℃
＝
障
・
三
‘
一
〇
〇
。
ρ
ρ
ω
o。。

ソ
連
邦
憲
法
第
六
条
に
規
定
さ
れ
た
ソ
連
邦
共
産
党
の
法
的
地
位
の
問
題
に
関
し
て
は
、
か
つ
て
拙
稿
「
ソ
連
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
考
察
（
二
・
完
）
」
『
法
学
研
究
』
第
五
十
七
巻
第
十
二
号
（
一
九
八
四
年
十
二
月
）
、

『
発
達
し
た
社
会
主

二
十
九
～
三
十
ぺ
！
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（
75
）
　
コ
冨
畏
2
一
〇
〇
〇
〇
℃
8
8
胃
注
℃
卸
ρ
ω
．
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（
一
九
八
九
年
十
月
二
十
日
脱
稿
）

追
記
　
一
九
八
九
年
十
二
月
、
リ
ト
ワ
ニ
ャ
共
和
国
最
高
ソ
ヴ
ェ
ー
ト
と
エ
ス
ト
ニ
ヤ
共
産
党
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
共
産
党
の
指
導
性
を
定
め
た
条
文
を

　
共
和
国
憲
法
か
ら
削
除
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
（
寓
ω
器
3
蕾
二
。
o
。
曾
o
。
需
臣
9
鉾
ρ
ド
お
よ
び
『
朝
日
新
聞
』
一
九
八
九
年
十
二
月
八
日
夕
刊

　
一
面
）
．
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
も
一
九
八
九
年
十
二
月
九
日
の
ソ
連
邦
共
産
党
中
央
委
員
会
総
会
で
ソ
連
邦
憲
法
第
六
条
の
規
定
を
修
正
あ
る
い
は
削
除

　
す
る
旨
の
発
言
を
行
な
っ
て
い
る
（
コ
℃
爵
誉
二
〇
濡
塁
9
卸
〇
一
●
）
の
で
、
第
二
十
八
回
党
大
会
に
お
い
て
党
規
約
を
改
正
し
た
後
に
、
憲
法
改

　
正
に
よ
っ
て
、
複
数
政
党
制
を
あ
る
程
度
前
提
と
し
て
こ
の
規
定
の
修
正
も
し
く
は
規
定
そ
の
も
の
の
削
除
が
行
な
わ
れ
る
可
能
性
は
か
な
り
高
く

　
な
っ
た
と
言
え
る
。
ま
た
、
リ
ト
ワ
ニ
ヤ
共
産
党
第
二
十
回
臨
時
大
会
は
、
ソ
連
邦
共
産
党
か
ら
の
自
立
を
宣
言
し
、
ソ
連
邦
共
産
党
と
は
、
「
パ

　
！
ト
ナ
ー
関
係
」
だ
け
を
持
つ
と
し
た
（
『
朝
日
新
聞
」
一
九
八
九
年
十
一
一
月
二
十
一
日
朝
刊
七
面
）
。
こ
の
問
題
を
め
ぐ
り
、
リ
ト
ワ
ニ
ヤ
共
産
党

　
は
、
そ
の
後
、
二
組
織
に
分
裂
し
た
（
朝
日
新
聞
一
九
八
九
年
十
二
月
二
十
五
日
朝
刊
七
面
）
。
こ
の
問
題
を
処
理
す
る
た
め
に
、
ソ
連
邦
共
産
党

　
中
央
委
員
会
総
会
が
一
九
八
九
年
十
二
月
二
五
日
に
開
催
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
（
一
九
八
九
年
十
二
月
二
十
五
日
記
）
．
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